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一
、
イ
ン
ド
憲
法
の
制
定
及
び
そ
の
特
色

一
九
四
七
年
七
月
一
五
日
、
イ
ン
ド
独
立
法
が
イ
ギ
リ
ス
議
会

ゞ

イ

ン

ト

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

憲

法
(

-

）

 

孝

忠
ニ
四
二

延 （
二
四
二
）

を
通
過
し
、
同
月
一
八
日
に
国
王
の
承
認
を
得
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

前
年
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
た
制
憲
議
会
は
自
動
的
に
イ
ン
ド
の
最
高
府

と
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
八
月
一
四
日
（
イ
ン
ド
独
立
前
日
）
招
集
さ
れ

た
制
憲
議
会
は
、
八
月
二
九
日
、

B
.
R
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
以
下
七
名

(
2
)
 

の
憲
法
起
草
委
員
会
を
任
命
し
た
。
翌
一
九
四
八
年
二
月
、
起
草
委
員
会

の
草
案
が
作
成
さ
れ
、
一
一
月
四
日
制
憲
議
会
に
上
呈
さ
れ
た
。
審
議
の

後
、
一
九
四
九
年
―
一
月
二
六
日
可
決
さ
れ
た
。
一
九
五

0
年
一
月
二
六

日
よ
り
施
行
さ
れ
た
イ
ン
ド
憲
法
は
、
世
界
一
長
文
の
成
文
憲
法
典
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⇔
イ
ン
ド
憲
法
は
、
イ
ン
ド
が
社
会
的
、
非
宗
教
的
、
民
主
主
義
共

和
国
で
あ
る
（
前
文
）
と
し
、
連
邦
制
を
と
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
第

一
条
）
。
憲
法
制
定
の
と
き
に
は
、
主
権
を
有
す
る
民
主
主
義
共
和
国
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
六
年
第
四
二
次
憲
法
改
正
に
よ
り
、
現

夫



在
の
表
現
に
改
め
ら
れ
た
。
第
一
条
は
、
イ
ン
ド
が
諸
州
の
連
邦
で
あ
る

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
中
央
と
州
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
と
政
府
を
も
ち

（
第
五
二
条
以
下
及
び
第
七
九
条
以
下
並
び
に
第
一
五
三
条
以
下
及
び
第

一
六
八
条
以
下
）
、
連
邦
と
州
と
の
権
限
に
関
す
る
管
轄
権
の
区
分
は
、

第
一
―
編
と
第
七
付
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
連
邦
は

共
通
管
轄
事
項
、
州
管
轄
事
項
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
事
項
を
除
き
、
排
他

的
立
法
権
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
統
領
の
州
知
事
任
命
権
（
第
五
五

条
）
、
非
常
事
態
に
お
け
る
国
会
及
び
大
統
領
の
州
に
対
す
る
権
限
（
第

二
五

0
条
、
第
三
五
三
条
、
第
三
五
四
条
等
）
か
ら
み
て
も
、
中
央
集
権

的
性
格
の
強
い
連
邦
制
或
い
は
「
中
央
集
権
的
連
邦
制
」
で
あ
る
と
い
わ

(
3
)
 

れ
て
い
る
。

大
統
領
は
、
連
邦
の
行
政
権
を
有
し
（
第
五
一
ー
一
条
）
、
国
会
議
員
及
び

州
議
会
の
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
る
選
挙
人
団
が
選
挙
す
る
（
第

五
四
条
）
。
総
理
大
臣
は
、
大
統
領
が
任
命
し
、
そ
の
他
の
大
臣
は
総
理

大
臣
の
助
言
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
が
任
命
す
る
。
大
臣
会
議
は
、
衆
議

院
に
対
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
旨
の
規
定
（
第
五
四
条
）
も
あ
る
が
、
明

確
な
議
院
内
閣
制
を
採
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

国
会
は
、
大
統
領
並
び
に
参
議
院
及
び
衆
議
院
の
二
院
で
構
成
す
る

（
第
七
九
条
）
と
さ
れ
、
立
法
権
そ
の
他
の
権
限
を
有
す
る
。
参
議
院
は
、

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

大
統
領
の
指
名
す
る
―
二
人
の
議
員
と
各
州
及
び
連
邦
領
か
ら
選
挙
さ
れ

た
二
三
八
人
以
内
の
議
員
で
構
成
す
る
（
第
八
〇
条
）
。
衆
議
院
は
、
直

接
平
等
選
挙
に
よ
っ
て
各
州
の
選
挙
区
か
ら
選
挙
さ
れ
る
五
二
五
人
以
内

の
議
員
及
び
連
邦
領
を
代
表
す
る
二

0
人
以
内
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る

（
第
八
一
条
）
。
衆
議
院
の
一
定
割
合
の
議
席
が
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定

部
族
等
に
対
し
留
保
さ
れ
て
い
る
（
第
三
三

0
条
以
下
）
。
衆
議
院
の
参

議
院
に
対
す
る
優
越
的
地
位
は
、
金
銭
法
案
に
関
す
る
特
別
手
続
（
第
一

0
九
条
）
等
に
示
さ
れ
て
い
る
。

最
高
裁
判
所
（
第
―
二
四
条
以
下
）
並
び
に
高
等
裁
判
所
及
び
下
級
裁

判
所
（
第
ニ
―
四
条
以
下
）
の
規
定
は
、
①
最
高
裁
判
所
を
頂
点
と
す

る
全
イ
ン
ド
の
裁
判
所
機
構
を
統
一
し
、
③
司
法
権
の
独
立
を
保
障
し
、

＠
違
憲
審
査
権
を
賦
与
し
、
④
基
本
権
侵
害
に
対
す
る
法
的
救
済
を

保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

国
各
国
憲
法
の
す
ぐ
れ
た
経
験
を
と
り
入
れ
、
甚
本
的
人
権
に
つ
い

て
の
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
第
三
編
）
。
イ
ン
ド
憲
法
に
お

い
て
基
本
的
人
権
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
（
第
三
二
条
）
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
権
令
状

の
制
度
を
基
本
的
人
権
救
済
の
た
め
の
特
別
の
手
段
と
し
て
採
り
入
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
基
本
的
人
権
の
保
障
こ
そ
が
イ
ン
ド
憲
法

(
4
)
 

の
核
心
で
あ
る
と
の
考
え
も
そ
の
背
景
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
と
は
別
に
、
国

ニ
四
三

（
二
四
一
―
-
)



関
法

第
三
八
巻
第
一
号

家
政
策
の
指
噂
原
則
（
第
四
編
）
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
指

導
原
則
は
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
裁
判
所
に
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
（
第
三
七
条
）
も
の
で
は
あ
る
が
、
国
家
統
治
の
上
で
基
本
的
な
も

の
で
あ
り
、
立
法
に
際
し
て
国
は
こ
れ
ら
諸
原
則
を
適
用
す
る
義
務
を
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
人
権
と
指
導
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
九

七
三
年
の
最
高
裁
判
決
は
「
指
導
原
則
と
基
本
的
人
権
と
の
間
に
不
調
和

は
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
憲
法
で
謳
わ
れ
た
社
会
革
命
の

実
現
と
福
祉
国
家
の
確
立
と
い
う
同
一
の
目
標
を
め
ざ
し
て
い
る
と
い
う

(
5
)
 

点
で
、
互
に
補
い
あ
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
ぺ
た
。
こ
の
判
断

は
、
一
九
八

0
年
代
の
判
決
に
も
受
け
継
が
れ
、
「
基
本
的
人
権
と
指
導

原
則
と
の
調
和
的
バ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド
憲
法
の
基
本
構
造
の
本
質
的
特
徴

(
6
)

（

7
)
 

の
―
つ
で
あ
る
。
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

基
本
的
人
権
及
び
指
導
原
則
の
中
に
は
、
イ
ン
ド
の
社
会
的
・
歴
史
的

特
性
を
反
映
し
た
多
く
の
規
定
が
み
ら
れ
る
。
宗
教
的
、
言
語
的
又
は
文

化
的
少
数
者
へ
の
権
利
の
保
障
（
第
二
九
条
‘
-
―

-0条
等
）
、
後
進
階
層
、

弱
者
層
に
対
す
る
利
益
の
促
進
（
第
四
六
条
等
）
等
が
そ
の
代
表
的
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
ん
な
る
法
の
下
の
平
等
を
保
障
す
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
指
定
カ
ー
ス
ト
等
に
対
す
る
公
務
・
公
職
上
の
機
会
均
等
、
優

遇
措
置
の
保
障
（
第

1

五
条
④
項
、
一
六
条
④
項
‘
-
―
―
―

1

一
五
条
等
）
を
定

め
て
い
る
。

（
二
四
四
）

基
本
権
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
国
会
が
基
本
権
を
制
限
、
除
去
す
る

権
限
を
有
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
第
二
四
次
改
正
が
行
わ
れ
、
第

二
五
、
二
六
条
及
び
二
九
条
で
、
一
定
の
地
域
に
お
け
る
、
又
は
一
定
の

法
令
に
関
す
る
基
本
権
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
。
非
常
事
態
の
布
告
中
に

行
わ
れ
た
第
三
八
次
改
正
、
第
四
二
次
改
正
は
、
イ
ン
ド
憲
法
の
「
根
本

的
性
格
」
あ
る
い
は
「
特
質
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
弱
い
形

態
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
そ
れ
ま
で
に
存
在
し
て
い
た
行
政
権
に
対
す
る

議
会
的
統
制
及
び
司
法
的
統
制
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第

三
八
次
改
正
は
、
非
常
事
態
宣
言
後
に
憲
法
の
非
常
事
態
に
関
す
る
規
定

(
8
)
 

を
改
正
し
た
。
憲
法
改
正
の
限
界
に
つ
き
大
き
な
論
議
を
引
き
起
こ
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
そ
の
後
の
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
り
し
て
旧

規
定
に
も
ど
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

二
、
イ
ン
ド
憲
法
の
改
正

憲
法
改
正
（
第
三
六
八
条
）
に
は
、
両
議
院
が
「
総
議
員
の
過
半
数
で

あ
り
、
か
つ
、
出
席
し
て
投
票
す
る
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
可

決
し
」
大
統
領
の
認
証
を
必
要
と
す
る
。
比
較
的
細
部
に
わ
た
る
事
項
ま

で
憲
法
が
定
め
て
い
る
こ
と
、
最
高
裁
判
所
の
違
憲
判
決
へ
の
対
応
、
州

の
名
称
、
再
編
成
等
の
理
由
に
よ
り
頻
繁
な
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
。

(
9
)
 

以
下
に
、
各
改
正
の
特
徴
を
概
説
す
る
。

ニ
四
四



第
一
五
条
④
項
の
新
設
1

第
一
六
条
④
項
は
、
後
進
階
層
に
属

す
る
人
々
及
び
国
の
公
務
に
不
充
分
に
し
か
代
表
さ
れ
て
い
な
い
人
々
の

た
め
に
公
職
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
後
進
階
層
市
民
の
た
め
に
国
が
特
別
規
定
を
設

け
る
こ
と
を
認
め
る
規
定
は
憲
法
上
存
在
し
な
か
っ
た
。

State
of 
M
a
 
,
 

d
r
a
s
 
v. 
C
h
a
m
p
a
k
a
n
 D
o
r
a
i
r
a
j

事
配
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
マ
ド
ラ

ス
州
政
府
が
一
定
の
後
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
カ
ー
ス
ト
の
た
め
に
医
科
大

学
に
定
員
留
保
を
設
け
た
特
別
規
定
を
無
効
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
決
を

契
機
に
第
一
五
条
④
項
が
設
け
ら
れ
た
。

®
第
一
九
条
③
項
の
改
正
ー
—

R
a
m
e
s
hT
h
a
p
p
a
r
 
v. 
State 
of 

M
a
d
r
a
s
事
件
判
決
を
機
に
、
合
理
的
な
制
限
を
課
す
た
め
の
三
つ
の
基

準
、
す
な
わ
ち
り
外
国
と
の
友
好
関
係
、
⑯
公
の
秩
序
、
及
び
伺
犯
罪
の

教
唆
、
が
③
項
に
加
え
ら
れ
た
。

第一――

-
A
条
の
新
設
ー
不
在
地
主
制
を
前
提
と
す
る
ザ
ミ
ン
ダ

ー
リ

(
N
a
m
i
n
d
a
r
i
)

そ
の
他
の
所
有
を
廃
止
し
、
「
土
地
を
耕
作
者

ヘ
I.
」
と
い
う
政
策
を
実
行
す
る
た
め
、
農
業
改
革
立
法
に
対
す
る
保
護

を
行
う
目
的
で
第
三
―

A
条
が
設
け
ら
れ
た
。

③
 

①
 

い
憲
法
第
一
次
改
正

一
九
五
一
年
六
月
一
八
日
施
行
さ
れ
た
こ
の
改
正
の
重
要
な
点
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

イ
ン
ド
憲
法
(
-
)

二
四
五

憲
法
第
二
次
改
正

一
九
五
三
年
五
月
一
日
施
行
さ
れ
た
一
九
五
二
年
第
二
次
改
正
法
は
、

選
挙
区
人
口
の
上
限
七
五

0
0
0人
を
第
八
一
条
か
ら
削
除
し
た
。

⑱
憲
法
第
三
次
改
正

こ
の
改
正
（
一
九
五
五
年
二
月
二
二
日
施
行
）
に
よ
っ
て
第
七
付
則
の

共
通
管
轄
事
項
表
第
三
三
号
が
改
正
さ
れ
た
。

④
憲
法
第
四
次
改
正

収
用
に
際
し
、
損
失
補
償
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
は
違

(13) 

憲
と
な
る
、
ま
た
、
第
一
九
条
①
項
⑥
号
は
、
私
人
を
排
除
し
て
法
律
が

(14) 

こ
れ
ら
の
行
為
を
国
が
独
占
す
る
こ
と
を
規
定
で
き
な
い
と
す
る
判
決
を

受
け
て
、
①
第
三
一
条
い
項
及
び
＠
項
の
改
正
、
①
第
三
―

A
条
の

改
正
が
行
わ
れ
た
。

⑮
憲
法
第
五
次
改
正

一
九
五
五
年
―
二
月
二
四
日
に
施
行
さ
れ
た
憲
法
第
五
次
改
正
法
は
、

憲
法
第
三
条
に
た
だ
し
害
を
加
え
た
。

⑱
憲
法
第
六
次
改
正

State 
of B
o
m
b
a
y
 
v• 

U
n
i
t
e
d
 
M
o
t
o
r
s
 

(INDIA)
事
件
判
決
に

お
け
る
多
数
意
見
は
、
第
二
八
六
条
の
原
注
は
一
定
の
場
合
を
除
き
州
際

(2) ⑤
 

④
 
第一――

-
B
条
の
新
設

そ
の
他
の
如
醒

（
二
四
五
）



取
引
に
対
す
る
課
税
を
禁
じ
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
た
。
最
高
裁
が
こ
の

見
解
を
維
持
し
つ
づ
け
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
あ
る
が
、
一
九
五

六
年
九
月
―
一
日
施
行
さ
れ
た
第
六
次
改
正
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
も

つ
。
①
連
邦
管
轄
事
項
表
の
中
に
九
1
-
A
号
が
加
え
ら
れ
た
。
③

二
六
九
条
の
改
正
。
③
第
二
八
六
条
の
改
正
。

(7) 

憲
法
第
七
次
改
正
法

こ
の
改
正
(
-
九
五
六
年
一

0
月
一
九
日
施
行
）
は
、
主
と
し
て
州
の

再
編
成
を
行
う
目
的
で
行
わ
れ
た
。
①
第
一
付
則
B
編
の
州
の
削
除
。

③
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
、
ケ
ラ
ラ
州
等
を
新
州
と
し
て
再
編
成

す
る
。
③
デ
リ
ー
、
マ
ニ
プ
ー
ル
等
を
連
邦
領
と
す
る
。
④
第
四
付

則
を
改
正
し
、
新
州
へ
の
議
席
配
分
を
行
う
。
⑥
州
議
会
の
構
成
に
関

(16) 

す
る
改
正
。
⑥
そ
の
他
。

⑱
憲
法
第
八
次
改
正

指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
へ
の
議
席
留
保
は
、
憲
法
施
行
の
日
よ

り
一

0
年
間
行
わ
れ
る
（
第
一
二
三
四
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
「
ニ

0
年
」
と
改
正
さ
れ
た
。
(
-
九
六

0
年
一
月
五
日
施
行
）

⑲
憲
法
第
九
次
改
正

こ
の
改
正
は
、
一
九
五
八
年
九
月
一

0
日
、
一
九
五
九
年
一

0
月
二
三

日
及
び
一
九
六

0
年
一
月
―
一
日
付
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
協
定
実
施
に

と
も
な
い
バ
キ
ス
タ
ン
に
ベ
ル
バ
リ

(
B
e
r
u
b
a
r
i
)
そ
の
他
の
地
域
を
割

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

第

憲
法
第
一

0
次
改
正

ダ
ド
ラ

(
D
a
d
r
a
)
及
び
ナ
ガ
ル
・
ハ
ペ
リ
ー

(
N
a
g
a
r
H
a
v
e
l
i
)
を

連
邦
領
と
し
て
イ
ン
ド
に
編
入
し
た
（
一
九
六
一
年
八
月
一
六
日
施
行
）
。

皿
憲
法
第
一
一
次
改
正
法

大
統
領
及
び
副
大
統
領
の
選
挙
母
体
に
欠
員
又
は
空
席
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
選
挙
自
体
の
効
力
に
疑
義
が
生
じ
な
い
よ
う
に
第
七
一

条
④
項
が
設
け
ら
れ
た
(
-
九
六
一
年
一

1

一
月
一
九
日
施
行
）
。

岡
憲
法
第
―
二
次
改
正

ゴ
ア

(
G
o
a
)
、
ダ
マ
ン

(
D
a
m
a
n
)
及
び
デ
ィ
ウ
（
D
i
u
)
を
連
邦
領

と
し
て
イ
ン
ド
に
編
入
し
た
(
-
九
六
二
年
三
月
二
七
日
）
。

⑬
憲
法
第
一
―
二
次
改
正

ナ
ガ
ラ
ン
ド

(
N
a
g
a
l
a
n
d
)
の
行
政
に
関
す
る
特
別
規
定
が
第
一
―
―
七
一

A
条
で
規
定
さ
れ
た
(
-
九
六

1

一年一
1

一
月
ニ
―
―
一
日
）
。

凶
憲
法
第
一
四
次
改
正

一
九
六
二
年
ご
一
月
二
八
日
施
行
さ
れ
た
、
こ
の
改
正
法
は
、
一
九
六

二
年
ご
一
月
一
六
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
直
属
地

(establishment)
を
構
成

し
て
い
た
ボ
ン
デ
ィ
チ
ェ
リ
ー

(
P
o
n
d
i
c
h
e
r
r
y
)

等
を
イ
ン
ド
連
邦
に

編
入
し
、
連
邦
領
と
し
た
。

個
憲
法
第
一
五
次
改
正

M 
譲
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
（
一
九
六

0
年
―
二
月
二
八
日
施
行
）
。

ニ
四
六

（
二
四
六
）



(17) (16) こ
の
改
正
(
-
九
六
三
年
一

0
月
五
日
施
行
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
最

も
重
要
な
も
の
は
、
第
一
三
六
条
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

｀
ー
、

①
第
二
二
六
条
A
項

の

新

設

ー
T
h
e
Election C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 v. 

ー,1
,
 

S
a
k
a
 V
e
n
k
a
t
a
 R
a
o
事
件
に
お
い
て
、
高
等
裁
判
所
が
そ
の
地
域
的
管

轄
権
外
に
あ
る
選
挙
委
員
会
に
令
状
を
発
す
る
権
限
が
あ
る
か
ど
う
か
争

、1
J

わ
れ
た
。
第
二
二
六
条
A
項
は
、
訴
因
が
全
体
と
し
て
又
は
部
分
的
に
当

ー
9
,

＇ 

該
高
裁
の
地
域
的
管
轄
権
内
で
生
じ
た
場
合
に
は
、
令
状
発
給
権
を
高
裁

に
認
め
る
も
の
と
し
た
。

②
 
高
裁
判
事
に
関
す
る
規
定
の
改
正
（
第
ニ
―
七
条
、
ニ
ニ
ニ
条
及

び
ニ
ニ
四

A
条）。

(17) 

③
そ
の
他
。

憲
法
第
一
六
次
改
正

第
一
九
条
は
、
言
論
の
自
由
等
を
保
障
し
て
い
る
。
第
一
九
条
①
項
い

号
及
び
⑯
号
に
も
と
づ
く
権
利
の
行
使
に
対
す
る
合
理
的
な
制
限
と
し
て
、

同
条
③
項
及
び
⑱
項
に
「
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合
」
と
い
う
文
言
が
加
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
第
八
四
条
及
び
第
一
七
三
条
に
お
い
て
、
国
会
又
は
州

議
会
議
員
の
候
補
者
が
、
憲
法
忠
誠
等
を
行
い
、
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合

を
支
持
す
る
旨
の
宣
替
（
約
言
）
に
署
名
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

（
一
九
六
三
年
一

0
月
五
日
施
行
）
。

憲
法
第
一
七
次
改
正

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

二
四
七

こ
の
改
正
は
、
第
三
一
条
の
改
正
及
び
第
一

1

―
-
A
条
の
改
正
を
行
っ
た

憲
法
第
一
次
改
正
及
び
第
四
次
改
正
を
促
進
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
（
一

九
六
四
年
六
月
二

0
日
施
行
）
。
第
一
―
―

-
A
条
②
項
何
号
で
「
土
地

(es
,
 

tate)
」
と
は
、
「
あ
る
地
方
に
関
し
て
は
、
既
存
の
法
律
が
当
該
地
方
に

お
い
て
土
地
所
有
に
関
し
て
用
い
て
い
る
言
語
又
は
そ
の
地
方
的
同
義
語

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
同
様
と
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
も
の
」
と

定
義
し
た
。
ま
た
、
す
で
に
州
議
会
が
制
定
し
て
き
て
い
た
農
業
改
革
に

関
す
る
六
四
の
法
律
が
第
九
付
則
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

⑱
憲
法
第
一
八
次
改
正

第
三
条
に
〔
原
注
I
〕
及
び
〔
原
注

n〕
を
設
け
た
(
-
九
六
六
年
八

月
二
七
日
施
行
）
。
た
だ
し
書
で
い
う
『
州
』
の
中
に
連
邦
領
を
含
ま
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
連
邦
領
議
会
と
の
事
前
の
協
議
を
不
必
要
だ
と

明
規
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑲
憲
法
第
一
九
次
改
正

第
三
二
四
条
①
項
に
も
と
づ
き
、
選
挙
委
員
会
は
国
会
及
び
州
議
会
の

選
挙
に
関
す
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
選
挙
審
判
所
を
任
命
す
る
権
限
を

有
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
一
年
国
民
代
表
法
が
、
一
九
六
六
年
に

改
正
さ
れ
第
八

0
A条
が
挿
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
選
挙
争
訟
を

審
理
す
る
管
轄
権
は
高
等
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
憲
法
第
三
二
四
条
が
改
正
さ
れ
た
(
-
九
六
六
年
―
二
月
―
―
日
）
。

（
二
四
七
）



憲
法
第
二

0
次
改
正

司
法
官
の
任
命
が
憲
法
第
二
＿
―
-
三
条
及
び
二
三
四
条
の
規
定
に
も
と
づ

い
て
必
要
と
さ
れ
る
高
裁
と
の
協
議
を
経
て
な
さ
れ
て
い
な
い
と
判
示
し

(18) 

た

C
h
a
n
d
r
m
o
h
a
n
v
・
S
t
a
t
e
 o
f
 
U. P・

に
と
も
な
い
、
司
法
官
の
一

定
の
任
命
を
有
効
と
す
る
意
図
を
有
す
る
改
正
で
あ
る
(
-
九
六
六
年
一

二
月
二
二
日
施
行
）
。

⑩
憲
法
第
ニ
―
次
改
正

第
八
付
則
に
列
挙
さ
れ
た
言
語
に
ジ
ン
デ
ィ

(
S
i
n
d
h
i
)

が
追
加
さ
れ

た
。
(
-
九
六
七
年
四
月
一

0
日
施
行
）

⑫
憲
法
第
二
二
次
改
正

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
第
二
四
四
A
条
が
新
設
さ
れ
、
国
会
は
ア
ッ
サ
ム

州
の
部
族
地
域
に
関
す
る
自
治
州
を
構
成
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
（
一

九
六
九
年
九
月
二
五
日
施
行
）
。

傑

憲
法
第
二
三
次
改
正

指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
へ
の
議
席
留
保
は
、
憲
法
施
行
の
日
よ

り
二

0
年
問
行
わ
れ
る
（
第
三
三
四
条
、
第
八
次
改
正
）
と
定
め
ら
れ
て

い
た
が
、
「
三

0
年
」
と
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
一

0
年
延
長
さ
れ
た
（
一

九
七

0
年
一
月
二
＿
―
-
日
施
行
）
。

⑳
憲
法
第
二
四
次
改
正

最
高
裁
は
、
以
前
か
ら
、
憲
法
第
一
三
条
で
用
い
ら
れ
た
「
法
律

(20) 

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

(
l
a
w
)
」
と
い
う
文
言
は
憲
法
を
改
正
す
る
法
律
を
含
ま
な
い
と
判
示
し

(

1

9

)

G

2

0

)

 

て
き
て
い
た
。

G
o
l
a
k
n
a
t
h
v. 
State 
o
f
 
P
u
n
i
a
b

事
件
判
決
を
契
機

に
、
国
会
は
、
第
三
六
八
条
に
い
項
、
③
項
を
加
え
、
最
高
裁
判
決
の
例

外
を
明
規
し
た
(
-
九
七
一
年
―
一
月
五
日
施
行
）
。

箇
憲
法
第
二
五
次
改
正

(21) 

こ
の
改
正
は
、
有
名
な
銀
行
国
有
化
事
件
に
お
け
る
最
高
裁
の
判
決
に

憲
法
上
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
、
最
高

裁
は
、
あ
る
財
産
が
強
制
的
に
収
用
さ
れ
る
場
合
に
は
合
理
的
な
補
償
を

な
す
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
当
該
補
償
は
適
切
な
基
準
に
も
と
づ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
た
。
こ
の
第
二
五
次
改
正
(
-
九
七
ニ

年
四
月
二

0
日
施
行
）
で
尊
入
さ
れ
た
第
三
―

C
条
は
次
の
よ
う
な
内
容

を
も
っ
て
い
る
。
い
第
三
九
条
⑯
項
及
び
伺
項
で
規
定
さ
れ
た
指
禅
原

則
を
実
現
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、
第
一
四
条
、
一
九
条
及
び

三
一
条
違
反
を
理
由
と
し
て
訴
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
圃
ま
た
、
も

し
当
該
議
会
が
、
あ
る
法
律
を
第
三
九
条
⑯
項
及
び
伺
項
に
含
ま
れ
た
指

導
原
則
実
行
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
宣
言
し
た
場
合
に
は
、
免

責
が
第
三
―

C
条
に
も
と
づ
い
て
申
立
て
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
非
常
に

徹
底
し
た
性
質
を
も
っ
と
い
え
る
。
圃
第
三
―

C
条
に
も
と
づ
き
州
議

会
が
制
定
す
る
法
律
は
、
大
統
領
の
認
証
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
第
一
＿
ニ

(22) 

c条
一
節
の
後
段
は
論
争
を
ま
き
お
こ
し
た
。

ニ
四
八

（
二
四
八
）



姻 如

憲
法
第
二
六
次
改
正

イ
ン
ド
ヘ
の
合
併
に
あ
た
っ
て
藩
王
国
支
配
者
に
支
払
わ
れ
る
私
金

(
P
r
i
v
y
 
P
u
r
s
e
s
)

の
廃
止
の
た
め
に
な
さ
れ
た
改
正
で
あ
る
(
-
九
七

一
年
―
二
月
二
八
日
施
行
）
。

憲
法
第
二
七
次
改
正

北
東
地
域
の
再
編
成
計
画
を
行
う
た
め
の
こ
の
改
正
は
、
ミ
ゾ
ラ
ム
連

邦
領
に
つ
い
て
第
二
三
九
A
条
中
に
規
定
し
た
(
-
九
七
一
年
―
二
月
三

0
日
施
行
）
。

謁

憲
法
第
二
八
次
改
正

前
I
C
S
官
吏
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
改
正
（
第
三
一
四
条
）
及
び
国

会
が
そ
の
勤
務
条
件
を
変
更
す
る
法
律
を
制
定
で
き
る
旨
定
め
る
第
三
一

1

1

 

A
条
の
新
設
が
行
わ
れ
た
（
一
九
七
二
年
八
月
二
七
日
施
行
）
。

憲
法
第
二
九
次
改
正

こ
の
改
正
は
、

K
e
r
a
l
a
L
a
n
d
 R
e
f
o
r
m
s
 
A
c
t
に
対
し
て
な
さ
れ
た

一
定
の
改
正
が
裁
判
所
で
異
議
を
申
立
て
ら
れ
な
い
よ
う
、
そ
れ
を
第
九

付
則
に
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
（
一
九
七
二
年
六
月
九
日

施
行
）
。

匈
憲
法
第
一
―

10次
改
正

高
裁
判
決
に
対
す
る
最
高
裁
へ
の
上
告
の
要
件
（
第
一
三
三
条
）
を
変

更
し
た
の
が
、
こ
の
改
正
で
あ
る
(
-
九
七
三
年
二
月
二
二
日
施
行
）
。

閥

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

斡

二
四
九

細
憲
法
第
三
一
次
改
正

第
八
一
条
が
改
正
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
の
上
限
が
五

0
0人
か
ら
五
ニ

五
人
に
変
更
さ
れ
た
(
-
九
七
三
年
一

0
月
一
七
日
）
。

憲
法
第
三
二
次
改
正

こ
の
改
正
は
、
教
育
施
設
へ
の
入
学
及
び
州
公
務
へ
の
雇
用
に
つ
い
て

ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
内
の
テ
ラ
ン
ガ
ナ

(
T
e
l
a
n
g
a
n
a
)

と
ア
ン

ド
ラ
地
域
住
民
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
第
三
七
一

D

条
は
、
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
内
の
公
雇
用
及
び
教
育
に
つ
い
て
の

公
乎
な
機
会
と
便
宜
の
供
与
に
関
し
て
並
び
に
公
務
員
の
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
行
政
審
判
所
の
構
成
に
関
し
て
、
大
統
領
が
必
要
な
命
令
を
定

め
る
権
限
を
認
め
て
い
る
(
-
九
七
四
年
五
月
三
日
施
行
）
。

憲
法
第
三
三
次
改
正

第
一
〇
一
条
及
び
第
一
九

0
条
が
改
正
さ
れ
た
。
国
会
及
び
州
議
会
議

員
の
辞
職
は
、
当
該
議
長
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
場
合
に
の
み
有
効
で
あ
り
、

そ
の
辞
職
が
自
発
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
き
に
は
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
(
-
九
七
四
年
五
月
一
九

日
施
行
）
。
こ
の
改
正
は
、
議
員
の
辞
職
を
強
制
す
る
事
例
が
明
る
み
に

出
た
こ
と
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

憲
法
第
三
四
次
改
正

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
農
業
改
革
に
関
連
す
る
二

0
の
法
律
が
第
九
付
則

僻 <i2J 

（
二
四
九
）



憲
法
第
三
七
次
改
正

一
定
の
連
邦
領
の
た
め
の
地
方
議
会
若
し
く
は
大
臣
会
議
又
は
地
方
議

会
と
大
臣
会
議
の
創
設
に
つ
い
て
規
定
す
る
第
二
三
九
A
条
、
及
び
、
一

定
の
連
邦
領
に
つ
い
て
の
大
統
領
の
規
則
制
定
権
を
定
め
る
第
二
四
〇
条

中
に
ア
ル
ナ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
が
挿
入
さ
れ
た
(
-
九
七
五
年
五
月
一
1-

日）。

憲
法
第
三
八
次
改
正

一
九
七
五
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
な
さ
れ
た
憲
法
改
正
は
、
歴
史
的

に
も
憲
法
的
に
も
非
常
に
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
憲
法
改
正
権
の
限
界

(23) 

に
つ
い
て
も
活
発
に
論
議
さ
れ
た
。

第
三
八
次
改
正
の
主
要
な
内
容
は
次
の
通
り
。

①
第
―
二
三
条
と
第
ニ
―
三
条
の
改
正
ー
同
条
で
定
め
る
命
令
を

~ 飼
に
含
め
ら
れ
た
(
-
九
七
四
年
九
月
七
日
施
行
）
。

斡
憲
法
第
一
ー
一
五
次
改
正

こ
の
改
正
に
よ
り
、
シ
ッ
キ
ム
に
準
州
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
(
-
九

七
五
年
二
月
二
二
日
施
行
）
。

斡
憲
法
第
三
六
次
改
正

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
シ
ッ
キ
ム
が
イ
ン
ド
連
邦
に
併
合
さ
れ
、
第
二

二
番
目
の
州
と
し
て
第
一
付
則
に
加
え
ら
れ
た
（
一
九
七
五
年
五
月
一
六

日
施
行
）
。

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

（
二
五

0
)

発
す
る
大
統
領
及
び
知
事
の
権
限
の
強
化
。

③
第
三
五
二
条
と
第
三
五
六
条
の
改
正
ー
非
常
事
態
を
布
告
す
る

大
統
領
の
権
限
の
強
化
。

，
ー
、

③
第
一
ー
一
五
九
条
A
項
の
新
設
ー
非
常
事
態
布
告
中
の
基
本
権
の
制

ぃ
U

限
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

④
第
一
一
一
六

0
条
⑮
項
の
新
設

こ
れ
ら
の
改
正
が
一
九
七
五
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

憲
法
第
三
九
次
改
正

選
挙
争
訟
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
所
及
び
選
挙
審
判
所
の
管
轄
権
の
制

限
を
行
う
と
と
も
に
、
第
九
付
則
に
三
八
の
法
令
を
追
加
し
た
(
-
九
七

六
年
五
月
二
七
日
施
行
）
。

佃
憲
法
第
四
〇
次
改
正

第
九
付
則
に
六
四
の
法
律
を
追
加
し
た
（
一
九
七
六
年
五
月
二
七
日
施

行）。細
憲
法
第
四
一
次
改
正

一
九
七
六
年
九
月
七
日
施
行
さ
れ
た
こ
の
改
正
法
に
よ
り
、
州
公
務
委

員
会
委
員
の
退
職
年
齢
が
六

0
歳
か
ら
六
二
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

勁
憲
法
第
四
二
次
改
正

こ
の
第
四
二
次
改
正
は
、
イ
ン
ド
憲
法
制
定
以
降
な
さ
れ
た
全
て
の
改

(24) 

正
の
な
か
で
最
も
徹
底
し
た
も
の
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
以
下
に
主
要
な

翰

二
五

0



憲
法
改
正
の
限
界
に
つ
い
て
1

第
三
六
八
条
④
項
及
び
⑥
項
の

新
設
に
よ
り
、
国
会
の
憲
法
改
正
権
を
優
位
さ
せ
た
。

第
四
二
次
改
正
は
一
九
七
六
年
―
二
月
一
八
日
に
施
行
さ
れ
た
。

一
九
七
七
年
三
月
の
総
選
挙
後
、
一
九
七
五
年
八
月
か
ら
一
九
七
六
年

R
 基

本
義
務
（
第
五
一

A
条
）
の
新
設

裁
判
所
の
管
轄
権
の
制
限
1

第
七
七
条
、
一
六
六
条
等
。

衆
議
院
と
州
立
法
議
院
の
任
期
1

第
八
三
条
及
び
第
一
七
二
条

の
改
正
に
よ
り
五
年
か
ら
六
年
と
な
っ
た
。

⑧
裁
判
所
の
合
憲
性
審
査
権
の
制
限
ー
ー
第
ニ
二
八
A
条
、
ニ
ニ
六

条
、
ニ
ニ
七
条
等
。

⑦
 

⑥
 

⑤
 

も
の
を
列
挙
し
て
み
る
。

①
前
文
の
改
正
ー
ー
憲
法
が
そ
の
制
定
以
降
「
非
宗
教
的
で
社
会

的
・
経
済
的
正
義
」
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

③
国
家
政
策
の
指
導
原
則
の
充
実

I
~

り
第
三
九
条
⑯
項
及
び
伺
項

を
実
現
す
る
た
め
の
立
法
と
基
本
権
と
の
関
係
の
明
規
。
圃
第
三
九
A
条、

四
三
A
条
及
び
四
八
A
条
の
新
設
。

③
第
一
―
―

-
D
条
の
新
設
ー
|
'
反
国
家
的
活
動
を
制
限
、
禁
止
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
の
基
本
権
適
用
除
外
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

④

第

三

二

A
条
の
新
設
ー
ー
州
法
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
裁
判
所
の

権
限
を
制
限
し
た
。

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

ご
一
月
の
間
に
行
わ
れ
た
憲
法
改
正
を
元
に
戻
す
こ
こ
ろ
み
が
開
始
さ
れ

た
。
国
民
会
議
派
に
か
わ
り
政
権
に
つ
い
た
ジ
ャ
ナ
タ

(Janata)
党
は

衆
議
院
で
多
数
を
制
し
た
が
、
参
議
院
で
は
必
要
多
数
を
有
し
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
全
政
党
の
合
意
に
よ
っ
て
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

憲
法
第
四
三
次
改
正

こ
の
改
正
は
、
第
四
二
次
改
正
で
行
わ
れ
た
改
正
を
以
前
の
規
定
に
戻

し
て
い
く
最
初
の
改
正
と
し
て
行
わ
れ
た
(
-
九
七
八
年
四
月
一
三
日
施

行
）
。
反
国
家
的
活
動
を
制
限
、
禁
止
す
る
こ
と
に
関
す
る
第
三
―

D
条

の
削
除
、
裁
判
所
の
権
限
及
び
管
轄
権
を
制
限
し
て
い
た
第
一
―
―
―

-
A
条、

――――

-
A
条
及
び
ニ
ニ
六

A
条
を
削
除
し
た
。

糾

二
五

憲
法
第
四
四
次
改
正

こ
の
改
正
は
、
第
四
三
次
改
正
の
方
向
を
さ
ら
に
進
め
る
も
の
だ
っ
た
。

主
要
な
内
容
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

①
第
一
九
条
①
項
①
号
及
び
第
三
一
条
の
削
除
1

基
本
権
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
か
ら
財
産
権
が
除
か
れ
、
そ
れ
は
憲
法
上
の
『
通
常
の
』
権
利
と

な
っ
た
（
第
一
―

1
0
0A
条
）
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
第
三
―

A
条
及
び
第

-＝
-
C
条
も
改
正
さ
れ
た
。

②
 

等。
(13) 

（
二
五
一
）

裁
判
所
の
権
限
の
回
復
ー
ー
第
七
一
条
、
ニ
ニ
六
条
、
ニ
ニ
七
条



憲
法
第
四
六
次
改
正

こ
の
改
正
に
よ
り
、
第
二
六
九
条
、
二
八
六
条
及
び
三
六
六
条
が
改
正

さ
れ
、
第
七
付
則
九
二

B
号
が
挿
入
さ
れ
た
。

働
憲
法
第
四
七
次
改
正
以
降

（
資
料
が
入
手
で
き
て
い
な
い
の
で
、
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。
）

(

1

)

詳
し
く
は
、
大
内
穂
編
『
イ
ン
ド
憲
法
の
制
定
と
運
用
』
（
一

九
七
七
年
）
、
同
『
イ
ン
ド
憲
法
の
基
本
問
題
』
（
一
九
七
八
年
）

参
照
。

御

憲
法
第
四
五
次
改
正

指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
へ
の
議
席
留
保
は
、
憲
法
施
行
の
日
よ

り――

-0年
間
行
わ
れ
る
（
第
三
三
四
条
、
第
八
次
改
正
、
第
二
三
次
改
正
）

と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
「
四

0
年
」
と
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
一

0
年
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

幽

関
法

第
三
八
巻
第
一
号

一
三
九
A
条
、
二
1

1

③
迅
速
な
裁
判
の
保
障
1

第
一
三
四
A
条、

六
条
等
。

④
非
常
事
態
に
関
す
る
規
定
の
改
正
ー
ー
非
常
事
態
布
告
の
要
件
と

国
会
で
の
承
認
手
続
の
厳
格
化
が
は
か
ら
れ
、
基
本
権
と
の
関
係
も
明
確

に
さ
れ
た
。

こ
の
第
四
四
次
改
正
は
、
一
部
が
一
九
七
九
年
六
月
一

0
日
、
そ
の
他

の
部
分
が
一
九
七
九
年
八
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

二
五
二

（
―
-
五
二
）

(
2
)
B
.
R
・
ア
ン
ペ
ー
ド
カ
ル
の
憲
法
私
案
と
制
憲
議
会
憲
法
起

草
委
員
会
の
憲
法
草
案
の
考
察
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
佐
藤
宏

「
イ
ン
ド
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
不
可
触
民
問
題
ー
ー
ア
ン
ベ

ー
ド
カ
ル
の
憲
法
私
案
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
西
順
蔵
・
小
島
晋

治
編
『
ア
ジ
ア
の
差
別
問
題
』
所
収
）
、
拙
稿
「
B
.
R
・
ア
ン

ペ
ー
ド
カ
ル
の
憲
法
構
想
」
関
西
大
学
法
学
論
集
第
三
五
巻
一
―
-
•

四
•
五
合
併
号
（
一
九
八
五
年
）
。

(

3

)

吉
田
善
明
『
現
代
比
較
憲
法
論
』
(
-
九
七
八
年
）
ニ
―
四
頁
。

ま
た
、
「
実
質
的
に
は
せ
い
ぜ
い
準
連
邦
制

(
q
u
a
s
i,
 
federal) 

と
い
え
る
程
度
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
」
（
斎
藤
吉
史
「
連
邦
制

の
政
治
的
意
義
」
（
前
掲
・
『
イ
ン
ド
憲
法
の
基
本
問
題
』
所
収
）

一
三
八
頁
）

(
4
)
佐
藤
宏
「
イ
ン
ド
憲
法
に
お
け
る
人
権
保
障
制
度
ー
~
令
状
請

求
訴
訟

(writ
petition)

の
分
析
ー
」
（
前
掲
『
イ
ン
ド
憲

法
の
制
定
と
運
用
』
所
収
）
―
-
頁
以
下
参
照
。

(

5

)

 

K
e
s
a
v
a
n
a
n
d
a
 
B
h
a
r
a
t
i
 
v. 
State 
o
f
 
Kerala,
 
(
1
9
7
3
)
 

S
u
p
p
.
 S. 
C. 
R. 1
.
 

(

6

)

 

Ibid., 
at 2
3
6
 1
 37
.
 

(

7

)

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
憲
法
に
お
け
る
国
家
政
策
の
指
導

原
則
‘
~
基
本
権
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ー
~
」
（
関
西
大
学

法
学
部
編
『
法
と
政
治
の
理
論
と
現
実
』
上
巻
所
収
）
参
照
。

(

8

)

稲
正
樹
「
一
九
七
六
年
イ
ン
ド
第
四
二
次
憲
法
改
正
の
検
討
」

岩
手
大
学
文
化
論
叢
第
一
輯
(
-
九
八
四
年
）
、
同
・
「
イ
ン
ド
最
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文

衆
誤
院
法
制
局
等
訳
「
イ
ン
ド
憲
法
」

イ
ン
ド
憲
法

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

（昭和――

-0年）。

宮
田
豊
「
イ
ン
ド
の
憲
法
」
（
大
石
憲
法
研
究
所
編
『
世
界
各
国
の
憲

法
集
』
所
収
）
昭
和
四
八
年
。

わ
れ
ら
イ
ン
ド
国
民
は
、
イ
ン
ド
を
主
権
を
有
す
る
社
会
的
・
非
宗
教

(
1
)
 

的
・
民
主
主
義
共
和
国
と
な
し
、

す
べ
て
の
公
民
に

社
会
的
、
経
済
的
及
び
政
治
的
正
義

思
想
、
表
現
、
信
条
、
信
仰
及
び
崇
拝
の
自
由

地
位
及
び
機
会
の
平
等

を
確
保
し
、

且
つ
、
す
べ
て
の
公
民
に

(
2
)
 

個
人
の
尊
厳
と
国
民
の
統
一
及
び
統
合
を
も
た
ら
す
友
愛

を
促
進
す
る
こ
と

を
厳
粛
に
決
意
し

一
九
四
九
年
―
一
月
二
六
日
憲
法
制
定
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法

を
採
択
し
、
制
定
し
、
か
つ
わ
れ
ら
国
民
自
身
に
付
与
す
る
。

州
の
区
域
を
増
加
し
、

州
の
区
域
を
減
少
し
、

連
邦
及
び
そ
の
領
域

（
二
五
四
）

第
一
条
（
連
邦
の
名
称
及
び
そ
の
領
域
）

(
3
)
 

①
イ
ン
ド
即
ち
バ
ラ
ト
は
、
諸
州
の
連
邦
で
あ
る
。

(
4
)
 

②
諸
州
及
び
そ
の
領
域
は
、
第
一
付
則
で
定
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

③
イ
ン
ド
の
領
域
は
、
次
の
も
の
を
含
む
。

_̀、a
 

9_‘ 

諸
州
の
領
域

(
5
)
 

⑯
第
一
付
則
で
定
め
ら
れ
た
連
邦
領
及
び

伺
将
来
取
得
さ
れ
う
べ
き
そ
の
他
の
領
域

第
二
条
（
新
州
の
加
入
及
び
創
設
）

国
会
は
、
法
律
で
そ
の
認
め
る
条
件
の
下
に
、
新
州
を
加
え
又
は
創
設

(
6
)
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
（
新
州
の
創
設
並
び
に
現
に
存
す
る
州
の
区
域
、
境
界
及
び
名

称
の
変
更
）

国
会
は
、
法
律
で

伺
一
州
の
領
域
を
分
割
し
、
二
以
上
の
州
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
部
分

を
統
合
、
又
は
州
の
一
部
に
他
の
領
域
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

州
を
創
設
し
、

⑯
 

，
ー
、c
 第

一
編

二
五
四



仙
州
の
境
界
を
変
更
し
、

伺
州
の
名
称
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
本
文
に
規
定
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
案
を
国
会
の
い
ず

れ
か
の
議
院
に
提
出
す
る
に
は
、
大
統
領
の
勧
告
を
要
し
、
か
つ
、
当
該

法
案
に
含
ま
れ
た
提
案
が
州
の
区
域
、
境
界
又
は
名
称
に
関
係
す
る
と
き

に
は
、
大
統
領
が
関
係
州
の
議
会
に
付
託
し
た
事
項
の
中
に
明
示
さ
れ
た

期
間
内
又
は
大
統
領
が
認
め
た
延
長
期
間
内
で
そ
の
明
示
さ
れ
た
期
間
又

は
認
め
ら
れ
た
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
に
、
当
該
議
会
の
意
見
を
表
明
せ

し
め
る
た
め
、
当
該
州
議
会
に
当
該
法
案
を
付
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(7) 
、。

〔
原
注
I
〕

本
条
⑭
2
伺
項
に
お
け
る
『
州
』
に
は
、
連
邦
領
を
含
む

が
、
た
だ
し
書
に
お
け
る
『
州
』
に
は
、
連
邦
領
を
含
ま
な
い
も
の
と
す

る。
〔
原
注
II〕

⑭
項
で
国
会
に
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
州
の
部
分
又
は
連

邦
領
を
他
の
州
、
連
邦
領
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
新
州
又
は
連
邦
領
を

(
8
)
 

創
設
す
る
権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
四
条
（
第
二
条
又
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
第
一
付
則
又
は
第
四
付

則
の
改
正
及
び
補
足
的
、
付
随
的
又
は
結
果
的
事
項
を
規
定
す
る
法
律
）

①
第
二
条
又
は
第
三
条
に
規
定
す
る
法
律
に
は
、
当
該
法
律
の
規
定

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

(a) 

二
五
五

こ
の
憲
法
施
行
時
に
イ
ン
ド
公
民
と
み
な
す
。

を
有
効
な
ら
し
め
る
の
に
必
要
な
第
一
付
則
又
は
第
四
付
則
の
改
正
規
定

を
含
む
も
の
と
し
、
ま
た
、
国
会
が
必
要
と
認
め
る
補
足
的
、
付
随
的
、

結
果
的
規
定
（
当
該
規
定
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
国
会
、
州
議
会
の
議
席

代
表
に
関
す
る
規
定
を
含
む
。
）
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
三
六
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
前
項
に
規
定
す
る
法
律

は
、
こ
の
憲
法
の
改
正
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

第
五
条
（
こ
の
憲
法
施
行
の
際
に
お
け
る
公
民
権
）

こ
の
憲
法
施
行
の
と
き
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
領
内
に
住
所
を
有
す
る
者

で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
公
民
と
す
る
。

イ
ン
ド
領
内
で
出
生
し
た
者

両
親
の
い
ず
れ
か
が
イ
ン
ド
領
内
で
出
生
し
た
者
又
は

こ
の
憲
法
施
行
に
先
立
ち
五
年
以
上
イ
ン
ド
領
内
に
正
常
に
居
住

し
た
者

第
六
条
（
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
イ
ン
ド
ヘ
移
住
し
た
者
の
公
民
権
）

第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
バ
キ
ス
ク
ン
に
含
ま
れ
て
い
る

領
土
か
ら
イ
ン
ド
領
に
移
住
し
て
き
た
者
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、

本
人
又
は
そ
の
両
親
若
し
く
は
祖
父
母
の
一
人
が
一
九
三
五
年
イ

（
二
五
五
）

(c) (b) (a) 
第

二

編

公

民

権



ン
ド
統
治
法
（
最
初
に
制
定
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
）

で
出
生
し
た
者
で
あ
っ
て

⑯
り
一
九
四
八
年
七
月
一
九
日
前
に
移
住
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
移
住
の
日
以
後
、
正
常
に
イ
ン
ド
領
内
に
居
住
す
る
者
、
又
は

圃
一
九
四
八
年
七
月
一
九
日
以
後
に
移
住
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
憲
法
施
行
前
に
本
人
の
申
請
に
も
と
づ
い
て
、
イ
ン
ド
自
治
領

政
府
の
定
め
る
形
式
及
び
方
法
に
よ
っ
て
当
該
目
的
の
た
め
に
任
命

さ
れ
た
官
吏
に
よ
り
イ
ン
ド
公
民
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者

た
だ
し
、
当
該
申
請
に
先
立
ち
、
少
な
く
と
も
六
月
間
イ
ン
ド
領
内
に

居
住
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
登
録
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
七
条
（
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
の
移
住
者
の
公
民
権
）

第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
四
七
年
三
月
一
日

以
後
イ
ン
ド
領
か
ら
現
在
バ
キ
ス
ク
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
領
域
に
移
住
し

た
者
は
、
イ
ン
ド
公
民
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
現
在
。
＾
キ
ス
ク
ン
に
含
ま
れ
る
領
域
に

移
住
し
た
後
、
法
律
に
よ
り
又
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
発
給
さ
れ
た
再
移

住
許
可
証
又
は
永
久
許
可
証
を
得
て
イ
ン
ド
領
内
に
帰
還
し
た
者
に
は
適

用
し
な
い
。
こ
の
者
は
、
第
六
条
⑯
項
の
規
定
に
よ
り
一
九
四
八
年
七
月

一
九
日
以
後
イ
ン
ド
領
に
移
住
し
た
者
と
み
な
す
。

第
八
条
（
イ
ン
ド
領
外
に
居
住
す
る
一
定
の
イ
ン
ド
系
の
人
の
公
民
権
）

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

の
定
め
る
イ
ン
ド

第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
又
は
そ
の
両
親
若
し
く
は
祖
父

母
の
一
人
が
一
九
三
五
年
統
治
法
（
最
初
に
制
定
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
）

の
定
め
る
イ
ン
ド
で
出
生
し
た
者
で
あ
っ
て
、
同
法
の
定
め
る
イ
ン
ド
領

外
に
正
常
に
居
住
し
て
い
る
者
は
、
こ
の
者
が
そ
の
時
に
居
住
す
る
国
に

お
け
る
イ
ン
ド
の
外
交
使
節
又
は
領
事
に
た
い
し
、
こ
の
憲
法
施
行
前
又

は
以
後
に
お
い
て
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
又
は
イ
ン
ド
政
府
が
定
め
る
形
式

及
び
方
法
に
よ
り
申
請
を
行
い
、
イ
ン
ド
公
民
と
し
て
登
録
さ
れ
た
と
き

に
は
、
イ
ン
ド
公
民
と
み
な
す
。

第
九
条
（
自
発
的
に
外
国
の
公
民
権
を
取
得
し
た
者
の
公
民
権
）

本
人
の
意
思
に
よ
り
外
国
の
公
民
権
を
取
得
し
た
者
は
、
第
五
条
に
よ

る
イ
ン
ド
公
民
た
り
え
ず
、
ま
た
、
第
六
条
又
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
る

イ
ン
ド
公
民
と
は
み
な
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
一

0
条
（
公
民
権
の
継
続
）

こ
の
編
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
イ
ン
ド
公
民
で
あ
る
者
又
は
イ

ン
ド
公
民
と
み
な
さ
れ
る
者
は
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
の
規
定
の
下
に

引
き
続
き
イ
ン
ド
公
民
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
―
条
（
国
会
の
制
定
す
る
法
律
に
よ
る
公
民
権
の
規
制
）

こ
の
編
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
国
会
が
公
民
権
の
取
得
及
び
剣
奪

並
び
に
公
民
権
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
規
定
を
設
け
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

二
五
六

（
二
五
六
）



第
一
三
条
（
基
本
的
人
権
と
抵
触
し
、
又
は
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る

第
三
編

基
本
的
人
権

総

則

第
―
二
条
（
定
義
）

こ
の
編
に
お
い
て
『
国
』
と
は
、
文
脈
の
許
す
か
ぎ
り
、
イ
ン
ド
の
政

府
及
び
国
会
、
各
州
の
政
府
及
び
議
会
並
び
に
イ
ン
ド
領
内
又
は
イ
ン
ド

政
府
の
監
督
の
下
に
あ
る
す
べ
て
の
地
方
機
関
そ
の
他
の
機
関
を
含
む
も

の
と
す
る
。

法
律
）切

こ
の
憲
法
施
行
の
直
前
イ
ン
ド
領
内
で
効
力
を
有
す
る
す
べ
て
の

法
律
は
、
こ
の
絹
の
規
定
に
抵
触
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
無

効
と
す
る
。

③
国
は
、
こ
の
編
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
権
利
を
奪
い
、
又
は
制
限

す
る
法
律
を
制
定
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
項
に
違
反
し
て
制
定
さ
れ
る
法

律
は
、
そ
の
違
反
の
限
度
に
お
い
て
無
効
と
す
る
。

③
こ
の
条
に
お
い
て
、
文
脈
の
許
す
か
ぎ
り

り
『
法
律
』
と
は
、
イ
ン
ド
領
内
に
お
い
て
法
律
の
効
力
を
有
す

る
政
令
、
命
令
、
細
則
、
規
則
、
公
示
、
慣
習
又
は
慣
行
を
含
む
も

の
と
し
、

イ
ン
ド
憲
法
(
-
)

1

一
五
七

⑯
『
効
力
を
有
す
る
法
律
』
と
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
に
イ
ン
ド

領
内
の
立
法
府
又
は
権
限
あ
る
そ
の
他
の
機
関
に
よ
っ
て
可
決
又
は

制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
律
又
は
そ
の
一
部
が
全
イ
ン

ド
又
は
特
定
の
地
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
憲
法
施
行
前
に
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。

④
こ
の
条
の
い
か
な
る
規
定
も
第
三
六
八
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
こ

(
9
)
 

の
憲
法
の
改
正
に
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
四
条
（
法
律
の
前
の
平
等
）

国
は
、
イ
ン
ド
領
内
に
お
い
て
、
何
人
に
対
し
て
も
法
律
の
前
の
平
等

又
は
法
律
の
平
等
な
保
護
を
否
認
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
五
条
（
宗
教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
性
別
又
は
出
生
地
を
理
由
と

す
る
差
別
の
禁
止
）

い
国
は
、
宗
教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
性
別
、
出
生
地
又
は
そ
れ
ら

の
い
ず
れ
か
の
み
を
理
由
と
し
て
、
公
民
に
対
す
る
差
別
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
。

②
公
民
は
、
宗
教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
性
別
、
出
生
地
又
は
そ
れ

ら
の
い
ず
れ
か
の
み
を
理
由
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
無
資
格

と
さ
れ
、
負
担
を
課
さ
れ
、
制
限
を
付
さ
れ
、
又
は
条
件
を
課
さ
れ
る
こ

平

等

権

（
二
五
七
）



(3) 

関
法

第
三
八
巻
第
一
号

と
は
な
い
。

伺
店
舗
、
公
衆
食
堂
、
旅
館
及
び
公
衆
娯
楽
場
へ
の
立
入

⑱
全
部
又
は
一
部
が
国
家
基
金
に
よ
り
維
持
さ
れ
、
又
は
一
般
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
井
戸
、
用
水
池
、
浴
場
、
通
路
又
は
娯
楽
地

の
使
用

⑥
こ
の
条
の
規
定
は
、
国
が
女
子
及
び
児
童
に
対
す
る
特
別
規
定
を

設
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

④
こ
の
条
及
び
第
二
九
条
⑨
項
の
規
定
は
、
国
が
社
会
的
・
教
育
的

後
進
階
層
又
は
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
の
進
歩
の
た
め
特
別
規
定

(10) 

を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
六
条
（
公
務
へ
の
雇
用
に
お
け
る
機
会
均
等
）

い
国
の
下
に
あ
る
官
職
へ
の
雇
用
又
は
任
命
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
い
か
な
る
公
民
も
平
等
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。

＠
い
か
な
る
公
民
も
、
宗
教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
性
別
、
家
柄
、

出
生
地
、
居
住
地
又
は
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
み
を
理
由
と
し
て
国
の
下

に
あ
る
官
職
へ
の
雇
用
又
は
任
命
に
つ
き
不
適
格
と
さ
れ
た
り
、
差
別
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
条
の
規
定
は
、
州
又
は
連
邦
領
内
の
政
府
、
地
方
機
関
又
は

そ
の
他
の
機
関
に
お
け
る
各
階
級
の

l

雇
用
又
は
任
命
に
関
し
て
、
当
該
雇

(11) 

用
又
は
任
命
前
に
当
該
州
又
は
連
邦
領
内
に
居
住
す
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
旨
規
定
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

④
こ
の
条
の
規
定
は
、
国
が
そ
の
公
務
に
適
当
に
参
加
し
て
い
な
い

と
認
め
る
後
進
階
層
市
民
の
た
め
に
任
命
又
は
補
職
を
留
保
す
る
旨
の
規

定
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑱
こ
の
条
の
規
定
は
、
宗
教
的
・
宗
派
的
組
織
の
事
務
を
行
う
者
又

は
そ
の
管
理
機
関
の
職
員
が
、
特
定
の
宗
教
を
信
仰
す
る
者
又
は
特
定
の

宗
派
に
属
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
す
る
法
律
の
実
施
に
影

響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
七
条
（
不
可
触
民
制
の
廃
止
）

『
不
可
触
民
制
』
は
廃
止
さ
れ
、
い
か
な
る
形
式
に
お
け
る
そ
の
慣
行

も
禁
止
さ
れ
る
。
『
不
可
触
民
制
』
よ
り
生
ず
る
無
資
格
を
強
制
す
る
こ

と
は
、
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
犯
罪
で
あ
る
。

第
一
八
条
（
称
号
の
廃
止
）

①
国
は
、
軍
事
上
又
は
学
術
上
の
勲
功
を
示
す
称
号
以
外
の
称
号
を

与
え
て
は
な
ら
な
い
。

｀
ー
、2
 

,＼ 
、。’> ⑥

イ
ン
ド
公
民
で
な
い
者
は
、
国
の
下
に
俸
給
又
は
信
任
を
受
け
る

官
職
に
あ
る
期
間
中
、
大
統
領
の
許
可
な
し
に
外
国
か
ら
称
号
を
受
け
て

は
な
ら
な
い
。

イ
ン
ド
公
民
は
、
外
国
か
ら
い
か
な
る
称
号
も
受
け
て
は
な
ら
な

二
五
八

（
二
五
八
）



(g) (£) 

（
削
除
）

専
門
的
職
業
に
就
き
、
又
は
職
業
、
交
易
若
し
く
は
事
業
を
行

(12) 

:
？
こ
と

③
①
項
ぃ
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
が
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合
、
国

の
安
全
、
外
国
と
の
友
好
関
係
、
公
の
秩
序
、
良
俗
若
し
く
は
道
徳
の
た

め
、
又
は
裁
判
所
侮
屏
、
名
誉
毀
損
若
し
く
は
犯
罪
の
教
唆
に
関
し
て
、

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

と

(e) (d) (c) 
④
国
の
下
に
お
い
て
、
俸
給
又
は
信
任
を
受
け
る
官
職
に
あ
る
者
は
、

大
統
領
の
許
可
な
し
に
外
国
か
ら
又
は
外
国
の
下
に
お
い
て
い
か
な
る
種

類
の
贈
与
、
報
酬
又
は
官
職
を
も
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
九
条
（
言
論
の
自
由
等
に
関
す
る
一
定
の
権
利
の
保
護
）

①
す
べ
て
の
公
民
は
、
次
に
掲
げ
る
権
利
を
有
す
る
。

い
言
論
及
び
表
現
の
自
由

⑯
平
和
的
に
、
か
つ
、
武
器
を
携
帯
す
る
こ
と
な
く
集
会
す
る
こ

結
社
又
は
組
合
を
組
織
す
る
こ
と

イ
ン
ド
領
内
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と

イ
ソ
ド
領
内
の
何
れ
か
の
地
域
に
居
住
し
、
又
は
定
住
す
る
こ

と
自

由

権

二
五
九

同
号
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
の
行
使
を
合
理
的
に
制
限
す
る
も
の
で

あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法
律
の
施
行
を
も
妨
げ
ず
、
ま
た
、
国

(13) 

が
、
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑱
①
項
⑯
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
が
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合
、
公

の
秩
序
の
た
め
に
同
号
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
権
利
の
行
使
を
合
理
的
に
制

限
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法
律
の
施
行
を
も
妨
げ

ず
、
ま
た
、
国
が
、
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
妨
げ
る
も
の

(14) 
、。

で
は
な
し

④
切
項
伺
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
が
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合
、
公

の
秩
序
、
道
徳
の
た
め
に
同
号
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
権
利
の
行
使
を
合
理

的
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法
律
の
施
行
を

も
妨
げ
ず
、
ま
た
、
国
が
、
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
妨
げ

(15) 

る
も
の
で
は
な
い
。

伺
①
項
⑩
号
及
び
り
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
が
一
般
公
衆
又
は
指

定
部
族
の
た
め
に
同
号
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
権
利
の
行
使
を
合
理
的
に
制

限
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法
律
の
施
行
を
も
妨
げ

ず
、
ま
た
、
国
が
、
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
。

⑱
①
項
⑩
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
が
一
般
公
衆
の
た
め
に
合
理
的

な
制
限
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法
律
の
施
行

（
二
五
九
）



を
も
妨
げ
ず
、
ま
た
、
国
が
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
特
に
同
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
の
規
定
が

次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法

律
の
施
行
を
も
妨
げ
ず
、
ま
た
国
が
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を

も
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

り
専
門
的
職
業
を
行
い
、
又
は
職
業
、
交
易
若
し
く
は
事
業
を
行

う
の
に
必
要
な
専
門
的
又
は
技
術
的
資
格

圃
公
民
の
全
部
又
は
一
部
を
除
外
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
国
又

は
国
が
所
有
若
し
く
は
監
督
す
る
法
人
に
よ
る
交
易
、
事
業
、
産
業

(16) 

又
は
役
務
の
運
営

第
二

0
条
（
犯
罪
処
罰
に
関
す
る
保
護
）

①
何
人
も
、
告
発
を
受
け
た
犯
罪
行
為
実
行
の
と
き
に
効
力
を
有
す

る
法
律
に
違
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
有
罪
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、

犯
罪
行
為
実
行
の
と
き
に
効
力
を
有
す
る
法
律
に
よ
り
科
さ
れ
る
も
の
よ

り
重
い
刑
罰
を
科
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

③
何
人
も
、
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
重
ね
て
訴
追
さ
れ
、
処
罰
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

⑥
犯
罪
の
訴
追
を
受
け
た
者
は
、
自
己
に
不
利
益
な
証
人
と
な
る
こ

と
を
強
制
さ
れ
な
い
。

第
ニ
ー
条
（
生
命
及
び
人
身
の
自
由
の
保
護
）

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

拘
禁
さ
れ
る
者

④
 

何
人
も
、
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
生
命
又
は
人

身
の
自
由
を
奪
わ
れ
な
い
。

第
二
二
条
（
一
定
の
場
合
に
お
け
る
逮
捕
、
拘
禁
か
ら
の
保
護
）

①
逮
捕
さ
れ
る
者
は
、
た
だ
ち
に
逮
捕
の
理
由
を
告
げ
ら
れ
な
い
で

拘
禁
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
本
人
の
選
択
す
る
弁
護
人
と
協
議
す

る
権
利
及
び
そ
の
弁
護
人
の
弁
護
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な

、。し
③
逮
捕
、
拘
禁
さ
れ
る
者
は
、
逮
捕
地
か
ら
治
安
裁
判
所
ま
で
の
連

行
の
時
間
を
除
き
、
二
四
時
間
以
内
に
も
よ
り
の
治
安
判
事
に
引
き
渡
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
治
安
判
事
の
承
認
が
な
い
か
ぎ
り
、
二
四
時
間
以

上
拘
禁
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⑥
り
項
及
び
③
項
の
規
定
は
、
次
の
者
に
は
適
用
し
な
い
。

伺
そ
の
と
き
に
お
い
て
敵
国
人
で
あ
る
者
、
又
は

⑱
予
防
拘
禁
に
つ
き
定
め
る
法
律
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
逮
捕
、

予
防
拘
禁
に
つ
き
定
め
る
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、

三
月
以
上
の
拘
禁
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

0
高
等
裁
判
所
裁
判
官
、
元
高
等
裁
判
所
裁
判
官
又
は
そ
の
資
格

を
有
す
る
者
で
構
成
す
る
諮
問
評
議
会
が
当
該
三
月
の
期
間
経
過
前

に
、
そ
れ
以
上
の
拘
禁
を
必
要
と
す
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
旨
の
意

二
六
〇

（
二
六

0
)



(c) 見
を
報
告
し
た
と
き
。

た
だ
し
、
こ
の
号
の
規
定
は
、
こ
の
条
⑦
項
⑯
号
の
規
定
に
も
と
づ
き

国
会
が
制
定
す
る
法
律
の
定
め
る
最
大
期
限
を
こ
え
て
拘
禁
す
る
こ
と
を

許
す
も
の
で
は
な
い
。

⑯
り
項
ぃ
号
及
び
⑯
号
の
規
定
に
よ
り
国
会
が
制
定
す
る
法
律
の

(17) 

規
定
に
し
た
が
い
拘
禁
さ
れ
る
と
き
。

⑱
予
防
拘
禁
に
つ
き
定
め
る
法
律
に
も
と
づ
く
命
令
に
よ
り
、
拘
禁

を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
命
令
を
発
し
た
機
関
は
、
拘
禁
さ
れ
た
者
に
命

令
の
発
せ
ら
れ
た
理
由
を
す
み
や
か
に
告
知
し
、
そ
の
者
が
当
該
命
令
に

抗
議
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
す
み
や
か
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑱
⑱
項
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
命
令
を
発
す
る
機
関
に
対

し
、
そ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
が
公
の
利
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
事
実
の
開
示
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。

の
国
会
は
、
法
律
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

伺
④
項
伺
号
に
規
定
す
る
諮
問
評
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
な

く
、
予
防
拘
禁
に
つ
き
規
定
す
る
法
律
に
よ
り
三
月
以
上
に
わ
た
っ

て
拘
禁
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
及
び
事
件
の
種
類

予
防
拘
禁
に
つ
き
規
定
す
る
法
律
に
よ
り
拘
禁
す
る
こ
と
の
で

き
る
各
種
事
件
ご
と
の
最
大
期
限

(18) 

⑭
項
ぃ
号
の
規
定
に
よ
り
諮
問
評
議
会
が
行
う
調
査
の
手
続

(b) 

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

二
六

（
二
六
一
）

搾
取
に
対
す
る
権
利

第
二
三
条
（
人
身
売
買
及
び
強
制
労
働
の
禁
止
）

①
人
身
売
買
、
ペ
ガ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
形
式
の
強
制
労
働
は

禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
の
違
反
は
、
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
犯
罪
と

な
る
。

こ
の
条
の
規
定
は
、
国
が
公
の
目
的
の
た
め
に
義
務
的
役
務
を
課

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
国
が
当
該
役
務
を
課
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
宗
教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
階
層
又
は
そ
れ
ら
の
い

ず
れ
か
の
み
を
理
由
と
し
て
差
別
を
も
う
け
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
四
条
（
工
場
等
に
お
け
る
児
童
雇
用
の
禁
止
）

一
四
歳
以
下
の
児
童
は
、
工
場
若
し
く
は
鉱
山
で
の
労
働
に
雇
用
し
、

又
は
そ
の
他
の
危
険
な
業
務
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

宗
教
の
自
由
に
関
す
る
権
利

第
二
五
条
（
良
心
の
自
由
並
び
に
信
仰
告
白
、
祭
祀
及
び
布
教
の
自

由）
い
公
の
秩
序
、
道
徳
、
衛
生
及
び
こ
の
編
の
他
の
規
定
の
制
限
内
で
、

何
人
も
等
し
く
良
心
の
自
由
を
保
障
さ
れ
、
自
由
に
信
仰
を
告
白
し
、
祭

祀
を
行
い
及
び
布
教
す
る
権
利
を
保
障
さ
れ
る
。

③
こ
の
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
既
存
の
法
律
の

(2) 



(d) (c) (b) 
と 施

行
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
国
が
こ
れ
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

い
宗
教
活
動
に
関
連
す
る
経
済
的
、
財
政
的
、
政
治
的
そ
の
他
の

非
宗
教
的
活
動
を
規
制
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

⑯
 
社
会
福
祉
及
び
社
会
改
良
の
た
め
、
又
は
公
共
的
性
質
を
有
す

る
ヒ
ン
ズ
］
の
宗
教
施
設
を
す
べ
て
の
階
級
及
び
ヒ
ン
ズ
ー
各
分
派

ヘ
開
放
す
る
た
め
の
規
定
を
も
う
け
る
こ
と
。

〔
原
注
I
〕

キ
ル
パ
ン
の
所
持
は
、
シ
ー
ク
教
の
信
仰
に
含
ま
れ
る
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。

〔
原
注

n〕
③
項
⑱
号
に
お
け
る
ヒ
ン
ズ
ー
教
は
、
シ
ー
ク
教
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
又
は
仏
教
を
信
仰
す
る
者
を
含
む
も
の
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
ヒ
ン
ズ
ー
の
宗
教
施
設
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

第
二
六
条
（
宗
教
活
動
上
の
自
由
）

公
の
秩
序
、
道
徳
及
び
保
健
の
制
限
内
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
宗
派
又

は
そ
の
分
派
は
、
次
の
権
利
を
有
す
る
。

Cal
宗
教
的
、
慈
善
的
目
的
の
た
め
の
施
設
を
創
設
し
、
維
持
す
る
こ

宗
教
事
項
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と

動
産
、
不
動
産
を
所
有
し
、
管
理
す
る
こ
と
、
及
び

法
律
に
従
い
、
財
産
を
管
理
す
る
こ
と

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

第
二
七
条
（
特
定
宗
教
弘
布
の
た
め
に
す
る
課
税
の
禁
止
）

何
人
も
、
特
定
の
宗
教
又
は
宗
派
の
弘
布
又
は
維
持
の
費
用
の
支
払
に

充
て
る
た
め
の
租
税
の
徴
収
を
強
制
さ
れ
な
い
。

第
二
八
条
（
一
定
の
教
育
施
設
に
お
け
る
宗
教
教
育
及
び
礼
拝
に
参
加

す
る
こ
と
の
自
由
）

①
も
っ
ぱ
ら
国
家
基
金
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
教
育
施
設
は
、
宗

教
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
①
項
の
規
定
は
、
国
が
管
理
す
る
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、
宗
教
教

育
を
行
う
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
て
な
さ
れ
た
寄
贈
又
は
信
託
財
産
を

も
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

⑥
国
が
許
可
し
、
又
は
国
家
基
金
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
教
育
施

設
で
学
ぶ
者
は
、
そ
の
同
意
（
そ
の
者
が
未
成
年
で
あ
る
と
き
は
そ
の
後

見
人
の
同
意
）
が
な
け
れ
ば
、
当
該
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
宗
教
教
育

に
参
加
し
、
又
は
当
該
施
設
若
し
く
は
そ
の
付
属
施
設
内
に
お
い
て
行
わ

れ
る
礼
拝
に
出
席
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

文
化
及
び
教
育
に
関
す
る
権
利

第
二
九
条
（
少
数
者
の
利
益
保
護
）

り
イ
ン
ド
領
内
又
は
そ
の
一
部
に
居
住
す
る
公
民
で
あ
っ
て
、
固
有

の
言
語
、
文
字
又
は
文
化
を
有
す
る
者
は
、
そ
れ
を
保
持
す
る
権
利
を
有

二
六

（
二
六
二
）



③
公
民
は
、
宗
教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
言
語
又
は
そ
れ
ら
の
い
ず

れ
か
の
み
を
理
由
と
し
て
国
が
維
持
し
又
は
国
家
基
金
の
援
助
を
受
け
て

い
る
教
育
施
設
で
学
ぶ
こ
と
を
拒
否
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
三

0
条
（
教
育
施
設
を
設
立
、
管
理
す
る
少
数
者
の
権
利
）

①
宗
教
又
は
言
語
に
も
と
づ
く
少
数
者
は
、
自
ら
の
選
択
で
教
育
施

設
を
設
立
、
管
理
す
る
権
利
を
有
す
る
。

,_、A

①
項
で
規
定
さ
れ
た
、
少
数
者
の
設
立
、
管
理
す
る
教
育
施
設
財

ー、,．`̀
産
の
強
制
収
用
を
法
律
で
定
め
る
に
さ
い
し
て
、
国
は
、
同
項
で
保
障
さ

れ
た
権
利
を
制
限
又
は
廃
棄
し
な
い
よ
う
に
、
当
該
財
産
収
用
の
た
め
に(19) 

定
め
ら
れ
た
法
律
に
も
と
づ
い
て
金
額
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
。

＠
国
は
、
教
育
施
設
に
補
助
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
宗
教
又
は
言
語

に
も
と
づ
く
少
数
者
が
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
差
別

し
て
は
な
ら
な
い
。

(22) 

第
三
一

A
条
（
土
地
の
収
用
等
を
規
定
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

①
第
一
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

す
る
。

イ
ン
ド
憲
法
(
-
)

(21) 

一
定
の
法
律
の
適
用
除
外

(20) 

財
産
に
対
す
る
権
利
（
削
除
）

二
六

（
二
六
三
）

ま
た
、
国
に
よ
り
土
地
の
収
用
を
定
め
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、

定
め
る
法
律
は
、
第
一
四
条
又
は
第
一
九
条
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
利
と

抵
触
し
、
当
該
権
利
を
剥
奪
、
又
は
制
限
す
る
と
い
う
理
由
で
無
効
と
み

な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

伺
国
に
よ
る
土
地
又
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
権
利
の
収
用
、
当
該
権

利
の
失
効
又
は
制
限

公
益
の
た
め
、
又
は
財
産
の
適
切
な
管
理
を
確
保
す
る
た
め
、

限
ら
れ
た
期
間
内
、
国
が
当
該
財
産
を
管
理
す
る
こ
と

伺
公
益
の
た
め
、
又
は
団
体
の
適
切
な
管
理
を
確
保
す
る
た
め
二

以
上
の
団
体
を
合
併
す
る
こ
と

⑱
団
体
の
運
営
機
関
、
幹
事
、
会
計
、
理
事
、
主
事
若
し
く
は
管

理
人
の
権
利
の
失
効
若
し
く
は
制
限
又
は
当
該
団
体
の
出
資
者
の
表

決
権
の
失
効
若
し
く
は
制
限

伺
鉱
石
、
鉱
油
を
調
査
若
し
く
は
堀
出
す
た
め
の
協
定
、
契
約
若

し
く
は
認
可
に
よ
り
生
じ
た
権
利
の
失
効
若
し
く
は
制
限
、
又
は
当

該
協
定
、
契
約
若
し
く
は
認
可
の
早
期
の
終
了
若
し
く
は
救
済

た
だ
し
、
当
該
法
律
が
州
議
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
と
き

に
は
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
大
統
領
の
考
慮
を
留
保
さ
れ
て
い
る
当
該
法

律
が
大
統
領
の
認
証
を
受
け
て
い
な
い
か
ぎ
り
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と

(23) 

す
る
。 (b) 



圃
農
業
目
的
又
は
そ
れ
に
付
随
す
る
目
的
の
た
め
に
保
有
又
は

貸
与
さ
れ
た
、
未
開
墾
地
、
林
野
地
、
牧
草
地
又
は
土
地
耕
作
者
、

農
業
労
働
者
及
び
村
落
職
人
が
使
用
す
る
建
物
そ
の
他
の
建
造
物

地 (ii) 

ラ
イ
ー
ヤ
ト
ワ
ー
リ
ー
設
定
に
し
た
が
っ
て
保
有
さ
れ
た
土

及
び
そ
の
財
産
を
構
成
す
る
土
地
が
自
ら
耕
作
す
る
人
に
よ
っ
て
所
有
さ

れ
て
い
る
と
き
に
は
、
当
該
土
地
、
建
物
又
は
エ
作
物
の
収
用
に
関
す
る

法
律
が
そ
の
市
場
価
格
を
下
ま
わ
ら
な
い
補
償
金
の
支
払
い
を
定
め
て
い

な
け
れ
ば
、
国
が
、
そ
の
と
き
に
効
力
を
有
す
る
法
律
に
も
と
づ
い
て
当

人
に
適
用
さ
れ
る
限
界
内
で
当
該
土
地
の
一
定
部
分
、
当
該
土
地
上
の
建

物
若
し
く
は
エ
作
物
又
は
そ
の
付
属
物
を
正
当
に
収
用
す
る
こ
と
は
で
き

(24) 、。

な
し②

こ
の
条
に
お
い
て

伺
『
土
地
』
と
は
、
あ
る
地
方
に
関
し
て
は
、
既
存
の
法
律
が
当

該
地
方
に
お
い
て
土
地
所
有
に
関
し
て
用
い
て
い
る
言
語
又
は
そ
の

地
方
的
同
義
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
同
様
と
し
、
次
に
掲
げ
る
も

の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

り
ジ
ニ
ギ
ィ
ア
、
イ
ナ
ム
、
ム
ア
フ
ィ
又
は
そ
の
他
の
こ
れ
に

類
す
る
特
権
並
び
に
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ゥ
州
及
び
ケ
ラ
ラ
州
に
お
け

る
ジ
ャ
ン
ナ
ム
の
権
利

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

の
た
め
の
用
地
を
含
む
土
地

⑯
『
権
利
』
と
は
、
土
地
に
関
し
て
は
、
所
有
者
、
再
所
有
者
、

転
所
有
者
、
土
地
保
有
者
、
ラ
イ
ヤ
ー
ト
、
転
ラ
イ
ヤ
ー
ト
又
は
他

の
介
在
者
に
属
す
る
権
利
及
び
土
地
取
得
に
関
す
る
権
利
又
は
特
権

(25) 

を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
三
―

B
条
（
特
定
の
法
律
及
び
規
則
の
確
認
）

第一――

-
A
条
で
定
め
ら
れ
た
一
般
原
則
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、
第
九

付
則
に
規
定
す
る
法
律
及
び
規
則
又
は
そ
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
及

び
規
則
又
は
そ
の
規
定
が
こ
の
編
で
定
め
ら
れ
た
権
利
と
両
立
せ
ず
、
又

は
こ
の
編
の
規
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
を
除
去
若
し
く
は
制
限
す

る
と
い
う
理
由
で
無
効
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
無
効
と
な

る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
当
該
法
律
及
び
規
則
は
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
裁

判
所
の
判
決
、
決
定
又
は
命
令
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
廃
止
、
改
正
す

(26) 

る
権
限
を
有
す
る
議
会
の
権
限
に
し
た
が
っ
て
効
力
を
持
続
す
る
。

第
三
一

C
条
（
一
定
の
指
導
原
則
を
実
現
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

第
一
三
条
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
編
で
規
定
さ
れ

た
諸
原
則
の
全
て
又
は
そ
の
中
の
あ
る
も
の
を
保
障
す
る
た
め
に
採
ら
れ

た
国
家
政
策
を
実
現
し
て
い
く
法
律
は
、
そ
れ
が
第
一
四
条
又
は
第
一
九

条
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
利
と
両
立
せ
ず
、
又
は
そ
れ
ら
の
権
利
を
除
去

若
し
く
は
制
限
す
る
と
い
う
理
由
で
無
効
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

二
六
四

（
二
六
四
）



ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
家
政
策
を
実
行
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
宜

言
を
含
む
法
律
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で

（
訂
）

裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
法
律
が
州
議
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
当
該
法
律
に
は
大
統
領
の
考
慮
が
留

(28) 

保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
認
証
を
受
け
な
け
れ
ば
適
用
さ
れ
な
い
。

憲
法
上
の
救
済
に
つ
い
て
の
権
利

第
三
二
条
（
こ
の
編
の
規
定
す
る
権
利
行
使
の
た
め
の
救
済
措
置
）

り
こ
の
編
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
適

正
な
手
続
に
よ
り
最
高
裁
判
所
に
提
訴
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
。

③
こ
の
編
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
最

高
裁
判
所
は
、
適
切
な
指
令
、
命
令
又
は
人
身
保
護
令
状
、
職
務
執
行
令

状
、
禁
止
令
状
、
権
限
開
示
令
状
若
し
く
は
移
送
命
令
書
の
性
質
を
有
す

る
令
状
を
含
む
令
状
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

⑱
①
項
及
び
③
項
に
よ
り
最
高
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を
そ
こ

な
う
こ
と
な
く
、
国
会
は
他
の
裁
判
所
が
そ
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
＠
項

に
よ
り
最
高
裁
判
所
が
行
使
し
う
る
権
限
の
全
て
又
は
一
部
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
法
律
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
こ
の
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
権
利
は
、
こ
の
憲
法
が
別
段
の
定
め

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

二
六
五

（
二
六
五
）

(29) 

を
設
け
て
い
る
場
合
を
除
き
、
停
止
さ
れ
な
い
。

第
三
三
条
（
こ
の
編
の
規
定
の
保
障
す
る
権
利
の
軍
隊
へ
の
適
用
に
つ

い
て
の
国
会
の
変
更
権
）

国
会
は
、
法
律
に
よ
り
、
軍
隊
及
び
公
共
の
秩
序
維
持
を
任
務
と
す
る

警
察
力
の
構
成
員
が
そ
の
任
務
を
適
正
に
遂
行
し
、
そ
の
組
織
内
の
規
律

を
維
持
す
る
た
め
に
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
こ
の

編
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
を
制
限
し
、
又
は
排
除
す
る
こ
と
が
で
き

る。
第

l

-

＿
四
条
（
こ
の
編
の
規
定
の
保
障
す
る
権
利
の
戒
厳
令
施
行
地
域
に

お
け
る
制
限
）

こ
の
編
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
、
法
律
に
よ
り

戒
厳
令
施
行
下
の
イ
ン
ド
領
内
に
お
け
る
治
安
の
維
持
若
し
く
は
回
復
に

関
し
連
邦
若
し
く
は
州
の
公
務
員
そ
の
他
の
者
の
な
し
た
行
為
に
つ
き
、

そ
の
者
を
免
責
し
又
は
当
該
地
域
に
お
い
て
戒
厳
令
施
行
下
に
お
い
て
行

わ
れ
た
刑
の
宜
告
、
処
罰
、
没
収
そ
の
他
の
行
為
を
確
認
す
る
こ
と
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
五
条
（
こ
の
編
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
の
立
法
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

伺
国
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
法
律
を
制
定
す
る
権
限
を
有

し
、
州
議
会
は
こ
れ
を
有
し
な
い
。



り
第
一
六
条
⑱
項
、
第
三
二
条
⑱
項
、
第
三
一
＿
一
条
又
は
第
三
四
条

の
規
定
に
も
と
づ
き
国
会
が
制
定
す
る
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

事
項

圃
こ
の
編
の
規
定
に
よ
り
犯
罪
と
さ
れ
る
行
為
に
対
す
る
処
罰
規

定
ま
た
、
国
会
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
す
み
や
か
に
圃
号
に
規
定
す
る
行

為
に
対
す
る
処
罰
を
定
め
る
法
律
を
制
定
す
る
も
の
と
す
る
。

⑯
伺
項
り
号
に
規
定
す
る
事
項
又
は
同
項
側
号
に
規
定
す
る
行
為
に

対
す
る
処
罰
を
定
め
る
法
律
で
あ
っ
て
、
こ
の
憲
法
施
行
の
と
き
に
イ
ン

ド
領
内
で
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
第
三
七
二
条
に
規
定
す
る
条
件
に
よ

り
、
ま
た
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
読
替
を
し
て
、
国
会
が
変
更
、
廃
止
又

は
改
正
す
る
ま
で
そ
の
効
力
を
持
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
原
注
〕
こ
の
条
に
お
い
て
、
『
効
力
を
有
す
る
法
律
』
と
は
、
第
三

七
二
条
で
定
め
る
も
の
と
同
じ
意
味
を
も
つ
。

第
三
六
条
（
定
義
）

こ
の
編
に
お
い
て
『
国
』
と
は
、
文
脈
の
許
す
か
ぎ
り
、
第
一
二
編
に
お

け
る
と
同
じ
意
味
と
す
る
。

第
三
七
条
（
こ
の
編
の
原
則
の
適
用
）

第
四
編
国
家
政
策
の
指
導
原
則

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

こ
の
編
で
定
め
ら
れ
た
規
定
は
、
裁
判
所
に
よ
る
強
制
が
保
障
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
原
則
は
国
の
統
治
に
と
っ
て
基
本

的
な
も
の
で
あ
り
、
立
法
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と

は
国
の
義
務
で
あ
る
。

第
三
八
条
（
国
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
の
国
に
よ
る
社
会
秩
序
の
確
保
）

①
国
は
、
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
正
義
が
国
民
生
活
の
す
べ
て

の
組
織
に
い
き
わ
た
る
よ
う
、
社
会
秩
序
を
で
き
る
か
ぎ
り
効
果
的
に
保

障
、
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨
国
は
、
異
な
っ
た
地
域
に
居
住
し
、
又
は
異
な
っ
た
職
業
に
従
事

す
る
個
人
間
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
異
な
っ
た
国
民
集
団
相

互
間
に
お
い
て
も
、
と
く
に
収
入
の
不
平
等
の
減
少
に
つ
と
め
、
地
位
、

(30) 

便
宜
及
び
機
会
の
不
乎
等
の
除
去
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
九
条
（
国
の
遵
守
す
べ
き
一
定
の
政
策
原
則
）

国
は
、
と
く
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
政
策
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

伺
男
女
ひ
と
し
く
公
民
は
、
充
分
な
生
活
手
段
に
対
す
る
権
利
を
も

つ
こ
と
。

社
会
の
物
的
資
源
の
所
有
及
び
管
理
は
、
公
共
の
利
益
に
最
も
役

立
つ
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
。

(b) 

二
六
六

（
二
六
六
）



経
済
制
度
の
運
用
は
、
富
と
生
産
手
段
の
集
中
が
公
共
に
有
害
を

来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑱
男
女
の
差
別
な
く
、
均
し
い
労
働
に
対
し
て
は
均
し
い
賃
金
の
支

払
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

伺
男
女
労
働
者
及
び
幼
児
の
健
康
と
体
力
を
酷
使
し
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
、
公
民
が
経
済
的
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
、
そ
の
年
齢
又
は
体
力
に
相

応
し
な
い
職
に
就
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

①
児
童
が
、
健
康
的
か
つ
自
由
と
尊
厳
を
有
す
る
条
件
で
発
育
す
る

機
会
と
便
宜
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
年
少
者
を
搾
取
か
ら
保
護
し
、

(31) 

道
徳
的
・
物
質
的
放
任
か
ら
保
護
す
る
こ
と
。

第
三
九
A
条
（
平
等
な
裁
判
と
無
料
法
律
扶
助
）

国
は
、
法
制
度
の
作
用
が
平
等
の
機
会
の
原
則
の
う
え
に
た
っ
た
裁
判

を
増
進
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
と
く
に
裁
判
を

保
障
す
る
機
会
が
経
済
的
又
は
そ
の
他
の
無
能
力
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
な
立
法
、
計
画
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
て
、
無
料

(32) 

法
律
扶
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四

0
条
（
村
会
の
組
織
）

国
は
、
村
会
を
組
織
し
、
そ
れ
が
自
治
単
位
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
の

に
必
要
な
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
一
条
（
労
働
、
教
育
そ
の
他
一
定
の
場
合
に
お
け
る
公
的
扶
助
に

(c) 

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

国
は
、
正
当
で
人
間
ら
し
い
労
働
条
件
を
保
障
し
、
母
性
を
保
護
す
る

た
め
の
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
三
条
（
労
働
者
に
対
す
る
生
活
賃
金
等
）

国
は
、
適
切
な
立
法
、
経
済
組
織
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
農
業
労
働

者
、
工
業
労
働
者
そ
の
他
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
、
相
応
の
生
活
水
準

と
余
暇
及
び
社
会
的
・
文
化
的
機
会
を
享
受
す
る
に
足
り
る
労
働
、
生
活

賃
金
及
び
労
働
条
件
を
保
障
す
る
こ
と
に
努
め
、
ま
た
、
と
く
に
農
村
に

お
け
る
個
人
又
は
協
同
組
合
に
よ
る
家
内
工
業
を
振
興
す
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
三
A
条
（
工
場
の
運
営
へ
の
労
働
者
の
参
加
）

国
は
、
適
切
な
立
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
、
労
働
者
が
そ
の
勤
務

す
る
工
場
に
お
い
て
企
画
、
人
員
配
置
そ
の
他
の
機
栂
の
運
営
に
参
加
す

(33) 

る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

規
定
）

二
六
七

（
二
六
七
）

第
四
二
条
（
正
当
で
人
間
ら
し
い
労
働
条
件
及
び
母
性
保
護
に
関
す
る

対
す
る
権
利
）

国
は
、
そ
の
経
済
能
力
、
発
展
の
段
階
に
応
じ
て
、
労
働
及
び
教
育
の

権
利
並
び
に
失
業
、
老
齢
、
疾
病
、
身
体
障
害
又
は
そ
の
不
当
な
欠
乏
状

態
に
あ
る
者
の
公
的
扶
助
に
対
す
る
権
利
を
保
障
す
る
の
に
有
効
な
規
定

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
四
四
条
（
公
民
の
た
め
の
統
一
民
法
典
）

国
は
、
公
民
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
領
内
を
つ
う
じ
て
の
統
一
民
法
典
を

保
障
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
五
条
（
児
童
に
対
す
る
無
償
の
義
務
教
育
）

国
は
、
こ
の
憲
法
の
施
行
後
一

0
年
以
内
に
一
四
歳
ま
で
の
す
べ
て
の

児
童
に
対
し
、
無
償
の
義
務
教
育
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
六
条
（
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
そ
の
他
の
弱
者
層
に
対
す
る

教
育
上
及
び
経
済
上
の
利
益
の
促
進
）

国
は
、
国
民
の
弱
者
層
と
り
わ
け
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
の
教

育
上
及
び
経
済
上
の
利
益
を
特
別
の
配
慮
を
も
っ
て
促
進
し
、
ま
た
、
こ

れ
ら
の
者
を
社
会
的
不
正
義
及
び
一
切
の
搾
取
か
ら
保
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
七
条
（
栄
養
水
準
及
び
生
活
水
準
の
向
上
並
び
に
公
衆
衛
生
の
改

善
に
対
す
る
国
の
任
務
）

国
は
、
国
民
の
栄
養
水
準
及
び
生
活
水
準
の
向
上
並
び
に
公
衆
衛
生
の

改
善
を
第
一
次
的
な
義
務
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
く
に
、
医
療

上
の
目
的
を
除
き
、
健
康
に
害
の
あ
る
酒
類
又
は
麻
薬
物
の
使
用
を
禁
止

す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
八
条
（
農
業
及
び
牧
畜
業
の
組
織
）

国
は
、
農
業
及
び
牧
畜
業
を
近
代
的
・
科
学
的
水
準
に
振
興
す
る
よ
う

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
く
に
、
品
種
を
維
持
・
改
良
し
、
牛
、
子

牛
そ
の
他
搾
乳
用
及
び
農
役
用
家
畜
の
屠
殺
を
禁
止
す
る
措
置
を
採
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
八

A
条
（
環
境
の
保
護
、
改
善
並
び
に
森
林
及
び
野
生
動
物
の
保

護）
国
は
、
環
境
の
保
護
、
改
善
並
び
に
国
内
の
森
林
及
び
野
生
動
物
の
保

(34) 

護
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
九
条
（
国
家
的
に
重
要
で
あ
る
史
跡
、
場
所
及
び
物
件
の
保
護
）

国
会
が
法
律
で
又
は
、
法
律
に
も
と
づ
い
て
国
家
的
に
重
要
で
あ
る
と

定
め
た
全
て
の
美
術
的
・
歴
史
的
に
価
値
あ
る
史
跡
、
場
所
又
は
物
件
を

横
領
、
毀
損
、
破
壊
、
除
去
、
処
分
又
は
輸
出
さ
れ
な
い
よ
う
保
護
す
る

(35) 

こ
と
は
国
の
義
務
で
あ
る
。

第
五

0
条
（
司
法
の
行
政
か
ら
の
分
離
）

国
は
、
国
務
に
お
い
て
、
司
法
を
行
政
よ
り
分
離
す
る
措
置
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
一
条
（
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
促
進
）

国
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伺
国
際
平
和
及
び
安
全
を
促
進
す
る
こ
と

⑯
諸
国
民
と
の
正
当
に
し
て
名
誉
あ
る
関
係
を
維
持
す
る
こ
と

伺
国
際
関
係
の
処
理
に
あ
た
っ
て
、
国
際
法
及
び
条
約
上
の
義
務
を

二
六
八

（
二
六
八
）



(36) 

第
五
一

A
条
（
基
本
義
務
）

次
に
掲
げ
る
事
項
は
全
て
の
イ
ン
ド
公
民
の
義
務
で
あ
る
。

伺
こ
の
憲
法
を
遵
守
し
、
こ
の
憲
法
の
理
念
と
制
度
、
国
旗
及
び
国

歌
を
尊
重
す
る
こ
と

⑱
自
由
を
め
ざ
す
イ
ン
ド
の
国
民
的
闘
争
を
鼓
舞
す
る
高
貴
な
理
念

を
育
み
、
守
る
こ
と

伺
イ
ン
ド
の
主
権
的
統
一
及
び
統
合
を
支
持
し
、
守
る
こ
と

⑱
国
を
防
衛
し
、
要
請
さ
れ
た
と
き
に
は
軍
務
に
従
事
す
る
こ
と

伺
宗
教
的
、
言
語
的
及
び
地
域
的
又
は
地
方
的
な
相
違
を
の
り
こ
え

る
、
イ
ン
ド
全
人
民
の
調
和
と
共
通
の
友
愛
の
精
神
を
促
進
し
、
女
性
の

尊
厳
を
そ
こ
な
う
慣
行
を
否
認
す
る
こ
と

S
多
面
的
要
素
を
含
ん
だ
イ
ン
ド
の
文
化
の
豊
か
な
伝
統
を
尊
重
し
、

維
持
す
る
こ
と

＠
森
林
、
湖
、
河
川
及
び
野
生
動
物
を
含
む
自
然
環
境
を
保
護
、
改

善
し
、
生
物
を
い
と
お
し
む
こ
と

⑯
科
学
的
気
質
、
人
間
性
及
び
研
究
と
改
革
の
精
神
を
発
展
さ
せ
る

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

第
四
A
編

基

本

義

務

尊
重
す
る
精
神
を
養
う
こ
と

⑱
 
国
際
間
の
紛
争
を
仲
裁
に
よ
り
解
決
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
こ
と

二
六
九

（
二
六
九
）

い
公
の
財
産
を
保
護
し
、
暴
力
を
放
棄
す
る
こ
と

①
国
民
が
真
剣
な
努
力
と
業
績
の
高
い
水
準
を
た
え
ず
達
成
す
る
た

め
に
、
個
人
及
び
集
団
の
活
動
の
全
て
の
分
野
で
卓
越
す
る
よ
う
に
つ
と

め
る
こ
と（

訳
註
）

(

1

)

「
主
権
を
有
す
る
民
主
主
義
共
和
国
」
が
、
第
四
二
次
改
正
に

よ
り
、
現
在
の
表
現
に
改
正
さ
れ
た
。

(

2

)

「
国
民
の
統
一

(
u
n
i
t
y
o
f
 t
h
e
 
N
a
t
i
o
n
)
」
が
第
四
二
次
改

正
に
よ
り
「
国
民
の
統
一
及
び
統
合

(
u
n
i
t
y
a
n
d
 integrity o
f
 

t
h
e
 N
a
t
i
o
n
)
」
と
改
正
さ
れ
た
。

(

3

)

バ
ラ
ト

(
B
h
a
r
a
t
)

と
は
、
イ
ン
ド
の
対
内
的
国
名
で
あ
る
。

(

4

)

第
七
次
改
正
前
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
「
②
諸

州
及
び
そ
の
領
域
は
、
第
一
付
則
A
、
B
及
び
C
編
に
規
定
す
る

州
及
び
領
域
と
す
る
。
」

(

5

)

同
じ
く
、
第
七
次
改
正
前
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

「
⑯
第
一
付
則
D
編
に
規
定
す
る
領
域
」

(

6

)

シ
ッ
キ
ム
に
関
す
る
規
定
が
、
第
二
A
条
と
し
て
、
第
三
五
次

改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
が
、
第
一
ー
一
六
次
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ

こ。t
 

(

7

)

こ
の
た
だ
し
書
は
、
第
五
次
改
正
と
第
七
次
改
正
に
よ
り
変
更

J

し
J



さ
れ
た
。
最
初
の
た
だ
し
書
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

「
た
だ
し
、
本
文
に
規
定
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
案
を
国
会

に
提
出
す
る
に
は
、
大
統
領
の
勧
告
を
要
し
、
か
つ
、
当
該
法
案

が
第
一
付
則
A
編
又
は

B
編
に
規
定
す
る
州
の
境
界
又
は
名
称
に

関
係
す
る
と
き
に
は
、
当
該
法
案
の
提
出
及
び
そ
の
規
定
内
容
に

関
す
る
関
係
州
の
議
会
の
意
見
を
大
統
領
が
確
認
す
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
」
こ
の
文
言
が
、
「
第
一
付
則
A
編
又
は

B
編
に
規
定

す
る
」
州
の
境
界
又
は
名
称
に
関
す
る
た
だ
し
書
と
し
て
第
五
次

改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
第
七
次
改
正
に
よ
り
、
「
第
一
付
則
A

編
又
は

B
編
に
規
定
す
る
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。

(

8

)

原
注
I
及
び

n
は
、
憲
法
第
一
八
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(

9

)

④
項
は
、
第
二
四
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(
1
0
)

④
項
は
、
第
一
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(

1

1

)

「
第
一
付
則
に
規
定
す
る
州
又
は
当
該
州
内
の
」
と
い
う
表
現

が
、
第
七
次
改
正
に
よ
り
「
州
又
は
連
邦
領
内
の
」
と
改
め
ら
れ

こ。t
 

(

1

2

)

①
号
「
財
産
を
取
得
し
、
保
有
し
、
又
は
処
分
す
る
こ
と
」
は
、

第
四
四
次
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

(
1
3
)

こ
の
③
項
は
、
「
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合
」
（
第
一
六
次
改
正

に
よ
り
挿
入
）
と
い
う
箇
所
を
除
き
、
憲
法
第
一
次
改
正
に
よ
り

改
め
ら
れ
た
。

(

1

4

)

「
イ
ン
ド
の
主
権
と
統
合
」
と
い
う
文
言
が
第
一
六
次
改
正
に

よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

（
二
七

0
)

(

1

5

)

同
右
。

(16)

第
一
次
改
正
前
の
⑱
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
切

項
＠
号
の
規
定
は
、
そ
の
法
律
が
一
般
公
衆
の
た
め
に
合
理
的
な

制
限
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
既
存
の
法
律
の

施
行
を
も
妨
げ
ず
、
ま
た
、
国
が
い
か
な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
を
も
妨
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
特
に
同
号
の
規
定
は
、

そ
の
法
律
の
規
定
が
専
門
的
職
業
を
行
い
、
又
は
談
業
、
交
易
若

し
く
は
事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
専
門
的
又
は
技
術
的
資
格
を
規

定
し
、
又
は
い
ず
れ
か
の
機
関
に
こ
れ
を
委
任
す
る
か
ぎ
り
、
い

か
な
る
既
存
の
法
律
の
施
行
を
も
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
」

(

1

7

)

第
四
四
次
改
正
に
よ
り
④
項
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

「
④
予
防
拘
禁
に
つ
き
定
め
る
法
律
は
、
適
切
な
高
等
裁
判

所
の
長
官
の
勧
告
に
し
た
が
っ
て
構
成
さ
れ
た
諮
問
評
議
会
が
、

当
該
二
月
の
期
間
経
過
前
に
そ
れ
以
上
の
拘
禁
を
必
要
と
す
る
十

分
な
理
由
が
あ
る
旨
の
意
見
を
報
告
し
た
と
き
を
除
い
て
、
二
月

以
上
に
わ
た
る
拘
禁
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
諮
問
評
議
会
は
、
議
長
及
び
二
名
以
上
の
委
員
を
も

っ
て
構
成
す
る
も
の
と
し
、
議
長
は
、
適
切
な
高
等
裁
判
所
の
現

役
の
裁
判
官
、
他
の
委
員
は
、
い
ず
れ
か
の
高
等
裁
判
所
の
現
役

の
裁
判
官
又
は
元
裁
判
官
と
す
る
。

ま
た
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
⑦
項
伺
号
に
も
と
づ
き
国
会
が
制

定
す
る
法
律
の
定
め
る
最
大
期
限
を
こ
え
て
拘
禁
す
る
こ
と
を
許

す
も
の
で
は
な
い
。

二
七

0



〔
原
注
〕
こ
の
項
に
お
い
て
『
適
切
な
裁
判
所
』
と
は
、
次
の

裁
判
所
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

り
イ
ン
ド
政
府
及
び
イ
ン
ド
政
府
に
属
す
る
官
吏
又
は
機
関
に

よ
り
な
さ
れ
た
拘
禁
命
令
に
も
と
づ
く
拘
禁
の
場
合
、
デ
リ
ー

の
連
邦
領
高
等
裁
判
所

圃
（
連
邦
領
を
除
く
）
い
ず
れ
か
の
州
政
府
に
よ
り
な
さ
れ
た

拘
禁
命
令
に
も
と
づ
く
拘
禁
の
場
合
、
そ
の
州
の
高
等
裁
判
所

圃
連
邦
領
の
行
政
官
又
は
そ
の
行
政
官
の
下
に
あ
る
官
吏
若
し

く
は
機
関
に
よ
り
な
さ
れ
た
拘
禁
命
令
に
も
と
づ
く
拘
禁
の
場

合
、
そ
の
た
め
に
国
会
が
制
定
し
た
法
律
に
よ
り
、
又
は
そ
の

法
律
に
も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
高
等
裁
判
所
」

(
1
8
)

第
四
四
次
改
正
に
よ
り
、
り
項
は
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

「
り
国
会
は
、
法
律
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

伺
予
防
拘
禁
に
つ
き
規
定
す
る
法
律
に
よ
り
拘
禁
す
る
こ
と
の

で
き
る
各
種
事
件
ご
と
の
最
大
期
限

⑱
④
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
評
議
会
が
行
う
調
査
の
手
続
」

(19)

こ
の

A
項
は
、
憲
法
第
四
四
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

ー
,
1
,
 

(20)

こ
の
見
出
は
、
第
四
四
次
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、

財
産
の
強
制
収
用
に
つ
き
定
め
て
い
た
第
三
一
条
も
廃
止
さ
れ
た
。

廃
止
前
第
三
一
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

第
三
一
条
（
財
産
の
強
制
収
用
）

①
何
人
も
、
法
律
の
定
め
る
場
合
を
除
き
、
財
産
を
没
収
さ
れ

イ
ン
ド
憲
法
(
-
)

二
七

る
こ
と
は
な
い
。

③
す
べ
て
財
産
は
、
公
共
の
目
的
の
た
め
、
か
つ
そ
の
財
産
の

収
用
若
し
く
は
接
収
を
規
定
す
る
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
又

は
当
該
原
則
に
し
た
が
っ
て
決
定
さ
れ
、
当
該
法
律
で
明
規
さ

れ
た
方
法
で
交
付
さ
れ
る
金
額
で
収
用
又
は
接
収
さ
れ
る
場
合

を
除
き
、
強
制
的
に
収
用
又
は
接
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
決
定
さ
れ
た
金
額
が
不
十
分
だ

と
い
う
理
由
又
は
当
該
金
額
の
全
体
若
し
く
は
一
部
が
現
金
以

外
の
も
の
で
交
付
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
当
該
法
律
が
裁
判

所
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
、
第
三

0
条
①
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
少
数
者

に
よ
り
設
立
、
管
理
さ
れ
る
教
育
施
設
財
産
の
強
制
収
用
に
つ

き
定
め
る
法
律
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
は
、
当
該
財
産

の
収
用
に
つ
き
当
該
法
律
で
定
め
、
決
定
さ
れ
た
金
額
が
、
同

項
で
保
障
さ
れ
た
権
利
を
制
限
又
は
侵
害
し
な
い
も
の
で
あ
る

①
 

こ
と
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
ー
、A

法
律
が
、
国
又
は
国
が
所
有
若
し
く
は
監
督
す
る
団
体
へ
の

2
 

'ー，

財
産
の
所
有
又
は
保
有
権
の
移
転
を
定
め
て
い
な
い
と
き
に
は
、

そ
の
法
律
が
人
の
財
産
を
剥
奪
す
る
場
合
で
も
、
当
該
法
律
は

財
産
の
強
制
収
用
又
は
接
収
を
規
定
す
る
も
の
と
は
み
な
さ
れ

R
 

、。

な
し

＇ー、B

第
一
九
条
い
項
①
号
の
規
定
は
、
③
項
で
規
定
す
る
法
律
に

位

｀

③
は
適
用
さ
れ
な
い
。

（
二
七
一
）



⑱
②
項
に
規
定
す
る
法
律
で
州
議
会
が
制
定
す
る
も
の
は
、
大

統
領
の
考
慮
を
求
め
、
そ
の
認
証
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
効
力

を
有
し
な
い
。

④
法
案
が
こ
の
憲
法
施
行
の
際
州
議
会
に
お
い
て
審
議
中
で
あ

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
州
議
会
が
法
案
を
可
決
後
、
大
統

領
の
考
慮
を
求
め
そ
の
認
証
を
得
た
と
き
に
は
、
こ
の
憲
法
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
証
を
得
た
法
律
は
③
項
の
規
定

に
抵
触
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
裁
判
所
に
お
い
て
審
査
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

伺
③
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ

な
い
。

伺
⑱
項
の
適
用
を
受
け
る
法
律
以
外
の
既
存
の
法
律
の
規
定

⑱
今
後
国
が

い
課
税
若
し
く
は
処
罰
の
た
め
、

圃
保
健
の
増
進
若
し
く
は
生
命
財
産
に
対
す
る
危
険
防
止

の
た
め

圃
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
若
し
く
は
イ
ン
ド
政
府
が
外
国
政

府
と
の
間
に
締
結
し
た
協
定
を
実
施
す
る
た
め
、
又
は
法

律
で
難
民
財
産
と
宜
言
し
た
財
産
に
関
し

制
定
す
る
法
律
の
規
定

⑱
こ
の
憲
法
制
定
前
一
八
月
以
内
に
施
行
さ
れ
た
国
の
法
律
は
、

憲
法
施
行
後
三
月
以
内
に
大
統
領
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
大
統
領
が
公
告
で
こ
れ
を
確
認
し
た
と
き
は
、
当
該
法

関
法
第
三
八
巻
第
一
号

律
が
こ
の
条
③
項
又
は
一
九
三
五
年
イ
ン
ド
統
治
法
第
二
九
九

条
②
項
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
裁
判
所
で
審

査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」

（
①
③
項
は
、
第
四
次
改
正
と
第
二
五
次
改
正
に
よ
り
変
更
さ

,_、

れ
て
い
た
。
③

A
項
は
、
第
四
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
て

）

り
i

い
た
。
③

B
項
は
、
第
二
五
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
て
い

り
i

た。）

(

2

1

)

第
四
二
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(
2
2
)

第
一
次
改
正
に
よ
り
挿
入
。

(

2

3

)

①
項
の
こ
の
た
だ
し
書
の
部
分
ま
で
は
、
第
四
次
改
正
に
よ
り

変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
規
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
り
こ
の
編
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
土

地
若
し
く
は
土
地
に
関
す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
を
定
め
る

法
律
又
は
こ
れ
ら
の
権
利
の
消
減
若
し
く
は
制
限
に
関
し
て
定

め
る
法
律
は
、
そ
れ
が
こ
の
編
の
規
定
と
両
立
せ
ず
、
こ
の
編

の
規
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
を
剣
奪
若
し
く
は
制
限
す

る
と
い
う
理
由
で
無
効
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
法
律
が
州
議
会
の
制
定
し
た
法
律
で
あ
る
場

合
に
は
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
が
大
統
領
の
考
慮
を

求
め
る
た
め
に
留
保
さ
れ
、
そ
の
認
証
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば

適
用
さ
れ
な
い
。
」

こ
の
第
二
た
だ
し
書
は
、
第
一
七
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

③
項
伺
号
及
び
⑯
号
は
、
第
一
七
次
改
正
に
よ
り
、
ほ
ぼ
現
在

(

2

4

)

 

(
2
5
)
 

二
七
1

1

（
二
七
二
）



と
同
じ
文
言
に
改
正
さ
れ
た
。
州
名
が
、
一
九
六
八
年
マ
ド
ラ
ス

州
（
名
称
変
更
）
法
と
憲
法
第
七
次
改
正
に
よ
り
、
ま
た
、
「
ラ

イ
ヤ
ー
ト
、
転
ラ
イ
ヤ
ー
ト
」
と
い
う
文
言
が
第
四
次
改
正
に
よ

り
挿
入
さ
れ
た
。
第
一
次
改
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
伺
号
は
次
の

よ
う
に
定
め
て
い
た
。

「
⑭
『
土
地
』
と
は
、
あ
る
地
方
に
関
し
て
は
、
既
存
の
法
律

が
当
該
地
方
に
お
い
て
土
地
所
有
に
関
し
て
用
い
て
い
る
語
又

は
そ
の
地
方
的
同
義
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
同
様
と
し
、
ま

た
、
ジ
ニ
ギ
イ
ア
、
イ
ナ
ム
、
ム
ア
フ
ィ
又
は
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
特
権
を
含
む
も
の
と
す
る
。
」
こ
の
文
言
に
続
け
て
「
マ

ド
ラ
ス
州
及
び
ト
ラ
ヴ
ァ
ン
コ
ー
ル
・
コ
ー
チ
ン
州
に
お
い
て

は
、
ジ
ャ
ン
ナ
ム
の
権
利
を
」
と
い
う
文
言
が
、
第
四
次
改
正

に
よ
り
加
え
ら
れ
て
い
た
。

(

2

6

)

第
一
次
改
正
に
よ
り
、
第
三
一

B
条
が
設
け
ら
れ
た
。

(

2

7

)

こ
の
「
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
家
政
策
を
…
…
」
と
い
う
箇
所
は
、

K
e
s
a
v
a
n
a
n
d
a
 Bharati 
v. 
T
h
e
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K
e
r
a
l
a
 
(
1
9
7
3
)
 

判
決
に
お
い
て
、
無
効
と
判
示
さ
れ
た
。

(
1
9
7
3

S
u
p
p
.
 
S. 
C. 

R. 1
)

 

(

2

8

)

第一――

-
C
条
は
、
第

1

一
五
次
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。
「
第

四
編
で
規
定
さ
れ
た
諸
原
則
の
全
て
又
は
そ
の
中
の
あ
る
も
の
」

は
、
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
前
は

「
第
三
九
条
⑯
項
又
は
何
項
で
規
定
さ
れ
た
諸
原
則
」
と
規
定
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
「
第
一
四
条
又
は
第
一
九
条
に
よ
り
与
え
ら

イ
ン
ド
憲
法
（
一
）

れ
た
」
と
い
う
文
言
は
、
第
四
四
次
改
正
前
は
「
第
一
四
条
、
第
一

九
条
又
は
第
三
一
条
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

反
国
家
的
活
動
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
を
規
定
す
る
第
三

-
D
条
が
、
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
が
、
第
四
三
次

改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。

(

2

9

)

第
一
二
二
条
に
規
定
す
る
手
続
に
し
た
が
っ
て
裁
判
所
が
州
法
の

合
憲
性
に
つ
き
審
査
で
き
な
い
場
合
を
認
め
る
第
一

-=-A条
が
、

第
四
二
次
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
第
三
二

A
条
は
、
第

四
一
一
一
次
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
。

(

3

0

)

第
四
四
次
改
正
に
よ
り
、
旧
第
三
八
条
の
規
定
が
①
項
と
さ
れ
、

③
項
が
追
加
さ
れ
た
。

(

3

1

)

①
項
は
、
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。
当
初
の
①
項

は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
S
児
童
及
び
青
年
を
搾
取
及
び
精
神
的
物
質
的
遺
棄
か
ら
保

護
す
る
こ
と
。
」

(32)

第
三
九
A
条
は
、
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

3

3

)

第
四
一
―
-
A
条
は
、
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

3

4

)

第
四
八

A
条
は
、
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

3

5

)

「
法
律
で
…
…
定
め
た
」
と
い
う
表
現
が
、
第
七
次
改
正
に
よ

り
「
法
律
で
又
は
法
律
に
も
と
づ
い
て
…
…
定
め
た
」
と
改
め
ら

れ
た
。

(

3

6

)

こ
の
第
四
A
編
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
、

第
五
―

A
条
の
一
条
か
ら
成
る
。

二
七
三

（
二
七
三
）




